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給食室　シンク　２台

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

保護層：普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項特記仕様書

１．本特記仕様書は、本工事における建築関連工事に適用する。

２．本特記仕様書における採用事項

　①．項目欄は番号等に　　印を附したものを適用する。

　③．特記事項は・印を附したものを適用する。但し・印の付かない場合は※印の附した事項を採用する。

　　　・印と※印を附した場合は共に適用する。

３．本特記仕様書に記載なき事項については下記による。

４．その他事項

　②．項目欄に　　印を附し特記事項欄に・印を附していない場合は標準仕様書による。

　・「改正建築基準法に対応した建築物のシックハウス対策マニュアル」(編集：国土交通省住宅局建築指導課他)

　・各項目欄の番号(例：1.4 ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に照合する　

　・各項目欄の番号(例：1.* ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に該当しない項目とする　

章 項　目 特記事項

１
章
　

一
般
共
通
事
項

1.4 工事実績情報登録

基準風速：　・Ｖｏ＝３４(m/s)　平成12年建告第1454号第2

地表面粗度区分：　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　

積雪区分：　・区域=(32)／α=0.0009／β=0.00／γ=0.21／R=0

　　　　　　　平成12年建告第1445号　別表

1.* 建築基準法の風圧

　・積雪に関する規定

技術者の適用：　・適用　・不適要3.3 電気保安技術者

3.5 施工条件

その他の施工条件　：　・図示　・現場説明書による　・　

発生土仮置場　　　：　・図示　・現場説明書による　・　

資材、機材置場　　：　・図示　・現場説明書による　・　

工事車両の駐車場所：　・図示　・現場説明書による　・　

3.8 発生材の処理等 ・発注者への引渡発生材；

・特別管理産業廃棄物；

・リサイクル発生材；

施工順序等の制約：　・無し　・有り【・現場説明書による　・図示　・　　　　　】

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  建築物解体工事共通仕様書　平成24年版

ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理：

4.* 使用材料 ・仮設材以外の全ての建築材料（仕上材、下地材、副資材）のホルムアルデヒド放散量

　はＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合は原則としてＦ☆☆☆☆

　とする。但し使用予定材料にＦ☆☆☆☆が存在しない場合は監督員と協議のうえ決定

　する。

5.2施工数量調査

6.5 施工の検査等 見本施工の実施：　・実施しない　・実施する【実施箇所等：　・図示　・　　　　】

調査方法：　・非破壊検査　・破壊検査　・　

5.3調査のための

　　　破壊部分の補修

調査範囲：　・図示　・　

　　　　　　・図示　・　

補修方法：　・破壊検査後の復旧に関しては監督員と協議の上決定する

濃度測定：　・未実施　・実施

　化学物質濃度を下記のとおり測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確

　認し報告すること。

　　　　　　　　　・スチレン　・図示　・　

　測定方法：　・簡易法　・パッシブ型採取機器　・測定バッジ；

　測定対象室：　・図示　・　

　測定箇所数：　・図示　・　箇所

　・厚生労働省の標準的測定方法による場合の測定者は、環境計量証明事業所として

　　登録を行っている者、又は作業環境測定事業所の有機溶剤の登録を行っている者

　　とする。

保全に関する資料：　・必要　・不要

6.9 化学物質の濃度測定

8.1 完成時の提出図書

標準仕様書1.3.8(b)(5)(ⅰ)及び(ⅱ)以外のせっこうボードの処理：

　・製造業者回収委託処理　・管理型最終処分場埋立処理

　・管理型最終処分場埋立処理　・再資源化

ＰＣＢ含有シーリングの調査方法：　・図示　・　

ＰＣＢ含有シーリングの撤去方法：　・図示　・　

施工計画書：　・監督員の承諾を受けたもの　・　

8.2 完成図 種類：　※表1.8.1 　・一般図　・実施設計図一式

記入内容：　※表1.8.1 　・図示　・　

8.1 完成時の提出図書
１
章
　

一
般
共
通
事
項

施工図：　・Ａ３原稿２つ折り製本　・Ａ３拡縮版第２原図　・ＣＡＤデータ

　　　　　・監督員の承諾を受けたもの　・　

8.3 保全に関する資料

２
章
　
仮
設
工
事

2.1 足場その他 内部足場の種別：　・脚立　・足場板　・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ　・　

材料等の運搬方法：　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

既存ブラインド、カーテンの養生方法：

　・指定場所に保管し再設置　・指定場所に保管し清掃の上再設置　・　

3.1 既存部分の養生

3.2 仮設間仕切り 仮設間仕切り：　・無し　・有り

　設置箇所：　・図示　・　

　種　別：　・A種　・B種　・C種

4.1 仮設物

　仮設扉の種別：　・鋼製　・木製　・図示　・　

　仮設扉：　・不要　・必要【設置箇所：　・図示　・任意の場所　・　　　　　　】

　規模：　・30㎡内外　・20㎡内外　・10㎡内外　・その他：

　備品：　・机、椅子、書棚、図版、定規、黒板又は白板、温湿度計、ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ、

　　　　　・その他：

　設備：　・電灯　・給排水　・空調換気　・給湯　・通信　・消化器　・冷蔵庫

　　　　　・その他：

構内既存の用水施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）

構内既存の電力施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）

4.* 工事用水及び電力

既存部分養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する

既存家具養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する

　　　　　　ﾉｷﾞｽ、安全帽（来客用共）、水平・垂直器、ﾛｯｶｰ

　構造：　・ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造　・その他：

保護シートの設置：　・設置する　・設置しない

外部足場の種別：　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

３
章
　
防
水
改
修
工
事

１．一般事項

1.1 適用範囲 防水工事の保証書の提出及び保証年限

降雨等による養生方法：　※標準仕様書3.1.3(e)による　・図示　・　1.3 施工一般

1.4 改修工法の種類

　　　　　　及び工程 施工部位

・浴室防水押え

工法の種類

・屋上防水押え

備考(特記工程)

◎防水改修工法の種類

　・保証年限10年；ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　・合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水

　・保証年限５年；塗膜防水　・その他；

・ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ防水押え

　　＜保証書（請負人、材料製造所、防水施工者の連帯保証）は各２通提出する．防水

　　施工者は、防水材料製造所の施工者とし、監督員の承諾を受ける＞

*2工程無し

*1工程有り

◎シーリング改修工法の種類

施工部位

・外壁開口部建具廻り目地

備　考工法の種類

・外壁ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地

・外壁ｺﾝｸﾘｰﾄ誘発目地

2.5 ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻りの処理

２．既存防水層の処理

２重ドレンの設置：　・行わない　・行う（施工箇所；
３
章
　
防
水
改
修
工
事

施工部位 形状・長さ数量等 備　考

・脆弱部の補修

・既存目地の欠損部補修

㎡

ｍ

・欠損部の補修 ㎡

　　　　　　　　処置

2.6 既存下地の補修

㎡・防水層表面の仕上げ塗装の除去

既存防水層表面の仕上げ塗装の除去：　・行わない　・行う

設備架台等防水層取り合い部の処置：　・協議による　・図示　・　

◎屋根露出防水

備　考

保護コンクリートの設計基準強度：　※18N/mm2　・21N/mm2　・　

保護コンクリートのスランプ：　※15cm　※18cm　・　

防水立上がり部の保護：　・湿式　・乾式　・　

立上り部の保護レンガの材料：　※標準仕様書3.3.2(o)による　・　

3.2 材　料

◎屋根保護防水

備　考

断熱材：t=

断熱材：t=

断熱材：t=

３．アスファルト防水

3.3 種別及び工程

改質アスファルトルーフィングシートの種別・厚さ：

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種別・厚さ：

保護防水断熱工法の断熱材の材質：　※標準仕様書3.3.2(h)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

露出防水断熱工法の断熱材の材質：　※標準仕様書3.3.2(i)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

保護防水断熱工法の断熱材の厚さ：　・図示　・　

露出防水断熱工法の断熱材の厚さ：　・図示　・　

絶縁シートの材料の指定：　※標準仕様書3.3.2(j)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

・P1B／・B-1　※B-2　・B-3

・P1BI／・BI-1　※BI-2　・BI-3

・T1BI／・BI-1　※BI-2　・BI-3

・P2AI／・AI-1　※AI-2　・AI-3

・P2A／・A-1　※A-2　・A-3

・M4C／・C-1　※C-2　・C-3　・C-4

工法／種別

工法／種別施工部位

施工部位

・M3D／・D-1　※D-2　・D-3　・D-4

・P0D／・D-1　※D-2　・D-3　・D-4

仕上塗料；

仕上塗料；

仕上塗料；

◎屋内防水

備　考

保護層：軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

保護層：ﾓﾙﾀﾙt=30　

保護層：普通ｺﾝｸﾘｰﾄ・P1E／・E-1　※E-2

・P2E／・E-1　※E-2

工法／種別施工部位

◎屋根露出防水断熱工法

　◇M3D工法及びP0D工法の脱気装置

備　考

・P0DI／・DI-1　※DI-2

・M3DI／・DI-1　※DI-2

・M4DI／・DI-1　※DI-2

工法／種別施工部位

仕上塗料；

仕上塗料；

仕上塗料；

　防水立上りの保護コンクリートの適用：　・適用しない　・適用する

　防水立上りの保護コンクリートの工法：　・図示　・　

　脱気装置の種類：　※製造メーカー仕様による　・図示　・　

　脱気装置の設置数量：　※製造メーカー仕様による　・図示　・　

　※標準仕様書3.3.2(c)(6)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書3.3.2(c)(7)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　脱気装置の種類：　※製造ﾒｰｶｰ仕様による　・図示　・　

　脱気装置の設置数量：　※製造ﾒｰｶｰ仕様による　・図示　・　

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版

監督員の指示による

監督員の指示による

監督員の指示による

登録：　・適用　・不適用

完成図　　　　　：　・必要　・不要

A - 0 1

　測定対象物質：　・ホルムアルデヒド　・トルエン　・キシレン　・エチルベンゼン

提出部数：　※　１　部　・　部

提出要領：　・　製本図面　A2、Ａ３　各２部

　　　　　　・ＣＡＤデータ　１　部　

・保全に関する資料　提出部数：　※　１　部　・　部

補修箇所の形状、長さ、数量等：　・下表による　・　図示による　

・R階屋上

・R階屋上

・R階屋上

現場事務所の設置：　・不要　・必要
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

屋上　機械基礎天端

樹脂注入工法のエポキシ樹脂：　・低粘度形　・中粘度形

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

3.5 保護層等の施工 保護層のコンクリートの厚さ：　・100mm　※80mm　※60mm　・図示　・　　

４．改質アスファルトシート防水

4.2 材　料

防水立上がり部の保護：　・露出　・ｺﾝｸﾘｰﾄ　・ﾚﾝｶﾞ押え　・乾式保護材：

改質アスファルトシートの種別・厚さ：

３
章
　
防
水
改
修
工
事

機械的固定工法の場合の風圧力に対応した工法：　・メーカー仕様による　・　

4.3 種別及び工法 ◎屋根露出防水密着工法

備　考

備　考

◎屋根露出防水絶縁工法

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

◎屋根露出防水断熱工法

備　考

防湿層：・設置

防湿層：・設置

防湿層：・設置

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

・R階屋上

・R階屋上

・R階屋上

・PHR階屋上

・PHR階屋上

・PHR階屋上

粘着層付改質アスファルトシートの種別・厚さ：

露出防水断熱工法の断熱材の材質・厚さ：

施工部位 工法／種別

施工部位 工法／種別

施工部位 工法／種別

・M3AS／・AS-T3・AS-T4・AS-J2・AS-J4

・P0AS／・AS-T3・AS-T4・AS-J2・AS-J4

・M4AS／・AS-T1・AS-T2・AS-J3

・M3ASI／・ASI-T1　・ASI-J1

・M4ASI／・ASI-T1　・ASI-J1

・POASI／・ASI-T1　・ASI-J1

５．合成高分子系ルーフィングシート防水

5.2 材　料

・加硫ｺﾞﾑ系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

・ｴﾁﾚﾝ酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ

・加硫ｺﾞﾑ系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

・ｴﾁﾚﾝ酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ

・塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

S-F1(SI-F1)

S-F2(Sl-F2)

S-M1(SI-M1)

S-M2(SI-M2)

S-M3(SI-M3)

工法種別 厚さ(mm)

※1.2　・1.5　・2.0

※1.2　・1.5　・2.0

・1.2　・1.5　※2.0

・1.2　※1.5　・2.0

・1.2　※1.5　・2.0

種類／種別

ルーフィングシートの種類・厚さ：　※標準仕様書表3.5.1～3.5.2による　・　　

絶縁用シート：　※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ　・図示　・　

断熱工法に用いる断熱材：　※標準仕様書3.5.2(c)(2)による　・図示　・　

5.3 種別及び工程

備　考工法／種別

・S4S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S4SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S3S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S3SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・R階屋上

・PHR階屋上

施工部位

断熱工法の断熱材の厚さ：　・25mm　・35mm　・50mm　・　

脱気装置：・設置

断熱材の種類：　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種B(ｽｷﾝ付)　・図示　・　　

5.4 施　工 ＰＣコンクリート下地の場合：

・P0S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・P0SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・P0S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・P0SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・S4S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・S4SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・M4S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・M4SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

　目地処理：　・図示　・　

　入隅部の増張り：　・図示　・　5.4 施　工
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備　考工法／種別施工部位

脱気装置：・設置・P0X／※X-1　・X-2

・L4X／・X-1　※X-2 脱気装置：・設置

６．塗膜防水

6.3 種別及び工程

７．シーリング

種類及び施工箇所：　・種類は標準仕様書表3.7.1により施工箇所は下表による

　　　　　　　　　　・　

7.2 材　料

シーリング保証書：　・提出する　・提出しない

・保証書（請負人、材料製造所、ｼｰﾘﾝｸﾞ施工者連帯保証）は各２通提出すること。

7.* 保証年限

7.3 目地寸法

８．とい

8.2 材　料

縦どいの材種：　・配管用鋼管　・塩化ﾋﾞﾆﾙ管【・ｶﾗｰVP　・ｶﾗｰVU　・VP　・　　　】

掃除口：　・有　・無

飾り桝：　・塩ビ製　・銅板製　・　

とい受け金物：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・亜鉛めっき鋼板製　・　

ルーフドレイン：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・鋳鉄製　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

8.3 工　法

鋼管製といの防露：　・行う　・行わない

　施工箇所：　※標準仕様書表3.8.5による　・　

ルーフドレンの取替え：　・行わない　・行う【・標準仕様書3.8.3(h)による　・　　】

９．アルミニウム製笠木

9.2 材　料 施工部位 工法／種別 備　考

・250形　・300形　・350形

・板材折曲げ形

アルミニウム製笠木の厚み：　※2.0mm　・　

9.3 工　法 新規笠木の下地及ぴ撤去後の補修：　・　

板材折曲げ型笠木の取付方法：　・図示　・　

ノンブリードタイプシーリング材の適用：　※使用する　・使用しない

　　　　　　　・　

　※標準仕様書9.6.2による

施工箇所 シーリング材の種類 目地寸法(mm) 保証年限

15(W)x10(D)

15(W)x10(D)

 5(W)x 5(D)

20(W)x10(D)

　　年

３　年

　　年

　　年

　　年

・各階打継部分

※簡易接着性試験　・引張接着性試験7.8 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験

・ｻｯｼ廻り

・ｶﾞﾗｽ止め付け

・ﾀｲﾙ伸縮目地

　施工箇所：　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞで仕上げありの部位

既存といの撤去及び降雨時の養生：　・仮設のといを設置する　・図示　・　　

たてとい受金物の取付：　・図示　・＠2,000内外　・＠1,800内外　　

笠木本体の表面処理：　・A-1　・B-1　・　
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1.4 外壁改修工法の種類 ◎コンクリート打放し仕上げ外壁

◎モルタル塗り仕上げ外壁

１．一般事項

浮き部改修工法の種類：

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗り替え工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
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◎タイル張り仕上げ外壁

２．材　料

充填工法用材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

シール工法用材料：　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

◎塗り仕上げ外壁

2.2工法別仕様材料

Ｕカットシール材充填工法用材料：

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材【※1成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　※2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・　　　　　　　　　　】

　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ4mm・全ﾈｼﾞ)　・図示　・　

　ポリマーセメントスラリー：　・図示　・　　

　注入口付アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ6mm)　・図示　・　

アンカーピンニング（注入口付アンカーピンニング）注入工法用材料：

モルタル塗替え工法の既製目地材の適用：　・適用しない　・適用する：　

タイル貼替え、及びタイル部分貼替え工法用接着剤：

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

・役物

・役物

・役物

・役物

・役物

・役物

・役物

　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂　・ｼﾘｺｰﾝ樹脂

タイルの試験張り：　・行わない　・行う

タイルの見本焼き：　・行わない　・行う

◎塗り仕上げ用材料

・外装薄塗材Ｓi 吹付け

吹付け

工 法

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｓi

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

種類（呼び名） 仕上げの形状

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　欠損部改修工法の種類：　※充填工法　・　

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　ひび割れ部改修工法の種類：　・樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

　欠損部改修工法の種類：　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法

　浮き部改修工法の種類：

　目地改修工法の種類：　・目地ひび割れ部改修工法　・伸縮目地改修工法

　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

　　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法

　　・簿付け仕上塗材塗り　・厚付け仕上塗材塗り　・複層仕上塗材塗り　

　　・可とう形改修用仕上塗材塗り　・各種塗料塗り　・マスチック塗材塗り

　新規仕上げの種類：

　薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

　材料の防火指定：　・無　・有（

　※標準仕様書表3.4.1～3.4.3による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書表3.4.1～3.4.3による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種1号又は2号　・ﾒｰｶｰ仕様による　・　

軒どいの材種：　・ｱｽﾌｧﾙﾄ被覆鋼板　・耐候性被覆鋼板　・　　

　欠損部改修工法の種類：　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　

A - 0 2

・　RM1-S109S 改質アスファルトシート防水（熱工法）

1.4 外壁改修工法の種類

2.1適用範囲
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章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

工 法種類（呼び名） 仕上げの形状
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2.2工法別仕様材料

吹付け

こて塗り

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状・着色骨材砂壁状

・平たん状・凹凸状・着色骨材砂壁状

ﾛｰﾗｰ塗り

吹付け

こて塗り

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｅ

・砂壁状・ゆず肌状

・平たん状・凹凸状

・ゆず肌状・さざ波状

・ゆず肌状・さざ波状

・凹凸状 吹付け

・防水形外装薄塗材Ｅ

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

・外装厚塗材Ｓi

・外装厚塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ

厚付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・吹放し・凸部処理

・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

・吹放し・凸部処理

こて塗り

吹付け

こて塗り

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

複層仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

材料の防火指定：　・無　・有（不燃認定品

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

工 法種類（呼び名） 仕上げの形状

・外装薄塗材Ｓ ・砂壁状 吹付け

材料の防火指定：　・無　・有（

薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　
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・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

防水形の増塗材の適用：　・する　・しない

耐候性：　※耐候形３種　・　

上塗材溶媒：　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系　

上塗材樹脂：　※ｱｸﾘﾙ系　・ｼﾘｶ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　・ふっ素系　

上塗材外観：　※つやあり　・つやなし　・ﾒﾀﾘｯｸ　・　

・可とう形改修塗材　Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

吹付け・ゆず肌状

・平たん状・さざ波

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

３．コンクリート打放し仕上げ外壁の改修

注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法3.4 樹脂注入工法 注入工法の種類：　※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　

◎充填3.5 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

４．モルタル塗り仕上げ外壁の改修

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　　】

コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

工法名称

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　

塗り厚が25mmを超える場合：　・図示　・　　

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12

13 20 12 20

16

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

◎アンカーピンニング工法4.10～4.15

　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

◎充填4.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

4.8 充填工法

9

9

9

4.9 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

５．タイル張り仕上げ外壁の改修

注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法注入工法の種類：　※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

5.5 樹脂注入工法

張付け材料：　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・変成ｼﾘｺﾝ樹脂　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂

　　　　　　　・ｼﾘｺﾝ樹脂　・　

◎充填

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

5.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

5.7 ﾀｲﾙ部分張替え工法

※9

※9 ※9

※16

※16 ※16

※25

※25

※25

※25

※50

※50

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

誘発目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　

伸縮目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　5.8 ﾀｲﾙ張替え工法

◎タイル張り工法

施工部位

・行う　・行わない

接着力試験工法

タイル下地モルタルの接着力試験：　・行う　・行わない

・密着張り　・改良圧着張り

・改良積上げ張り

・ﾏｽｸ張り　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り　・図示

・陶磁器ﾀｲﾙ接着剤張り

◎有機系接着剤による陶磁器タイル張り工法

　打継ぎ目地・ひび割れ誘発目地：　※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

　伸縮調整目地・その他の目地：　※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

４
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工法名称
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12

13 20 12 20

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

◎アンカーピンニング工法

　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

5.9～5.15

9 9

169※9

※9 ※9

※16

※16 ※16

※25

※25

※25

※25

※50

※50

指定部分：見上げ部、庇の鼻先、まぐさ隅部　

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

６．塗り仕上げ外壁等の改修

6.3 既存塗膜等の除去

　及び下地処理の工法

施工部位 工法／種別 備　考

・ｻﾝﾀﾞｰ工法

・水洗い工法

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

サンダー工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

塗膜はく離剤工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

高圧水洗工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

水洗い工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

6.2 一般事項 

6.6 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り 種別：　・A種　・B種

１．一般事項

1.3 改修工法 工法：　・かぶせ工法　・撤去工法　・　

新規建具用開口部の補強方法：　・図示　・　

新規建具用開口部の範囲：　・図示　・　

防火戸の指定：　・図示　・　

建具見本の制作：　・必要　・不要　

仮組の実施　　：　・行う　・行わない　

・防火戸等の自動閉鎖装置は、日本建築センター評定品とする。

防犯建物部品の適用：　・図示　・適用　・適用しない

1.4 防火戸

1.5 見本の制作等

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

耐震ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　面内変形追随性の等級：　・D-1　・D-2　・D-3

　断熱性の等級：　・H-1 ・H-2 ・H-3 ・H-4 ・H-5

防虫網の適用：　・適用　・適用しない　・図示

　形式　　：　・外面納まり可動式　・外面納まり固定式

・A種

・B種

・C種

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法（ｍｍ）

W-4

W-5A-4

A-3
S-4

S-5

S-6

 70

100

2.2 性能及び構造

2.3 材　料

２．アルミニウム製建具

　網の材種：　※合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製
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建具枠の見込：　・図示　・70　・100　・　

表面色：　・標準色　　・特注色

引違い建具落下防止機構：　・採用する　・採用しない

2.4 形状及び仕上げ

外部に面する建具の表面処理：　・B-1種　・B-2種　

屋内の建具の表面処理　　　：　・C-1種　・C-2種　

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】

　コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

工程ごとの所要量：　・標準仕様書表4.6.1による　・ﾒｰｶｰ仕様による　・図示

A - 0 3

・外装薄塗材Ｅ

4.5 樹脂注入工法

・　注入圧力0.4N/ｍｍ２以下

3.7 充填工法
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章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

2.5 工　法

水切り板：　・取付ける　・取付けない

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

結露水の処理方法：　・　
５
章
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スイングドアの開閉性能：　・SWD-1　・SWD-2

　　　　　　　　　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　・押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ　・多機能便所ｽｲｯﾁ　

センサーの種類：　・ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　・光線ｽｲｯﾁ　・熱線ｽｲｯﾁ　・音波ｽｲｯﾁ　・光電ｽｲｯﾁ

　　　　　　　　　・　

戸の開閉方法　：　・　

凍結防止装置：　・有　・無

スライディングドアの開閉性能：　・SSLD-1　・SSLD-2　・DSLD-1　・DSLD-2

３．樹脂製建具

S-6

S-5

S-4

枠の見込み寸法（ｍｍ）水密性気密性耐風圧性種　別

・C種

・B種

・A種

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

W-4

W-5
A-4

 70

3.2 性能及び構造

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・　

外部に面する鋼製建具の耐風圧性能：　・S-4　・S-5　・S-6　・　

亜鉛ﾒｯｷ鋼板のﾒｯｷの最小付着量（両面）：　・Z12又はF12（120 g/m2）以上　・　

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

性能及び構造：　※ＪＩＳ規格による　・　

簡易気密型ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　水密性：　・W-1　・　

鋼板の種別：　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　・ｶﾗｰ鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・図示　

鋼板類の厚さ(W>950mm,H>2,100mmの場合)：　・図示　・  

　気密性：　・A-1　・A-2　※A-3　

召合わせ、縦小口包み板等の材質：　※鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

表面仕上げ：　※HL　・鏡面　・ﾊﾞﾌ（　　）　・　

曲げ加工：　・普通曲げ　・角出し曲げ

適用範囲：　・建具製作所仕様以外の金物（

　　　　　及び寸法 　軸吊りヒンジ：　・自閉装置付き　・自閉装置なし

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

　戸当り：　・あおり止め(ﾌｯｸ)付き　・あおり止め(ﾌｯｸ)付きなし

　ドアクローザのディレードアクション（遅延閉）機能の適用：　・適用　・適用しない

ガラスの形式：　・複層ｶﾞﾗｽ　・単層ｶﾞﾗｽ　・三重ｶﾞﾗｽ　・　

断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　断熱性の等級：　・H-1 ・H-2 ・H-3 ・H-4 ・H-5

3.2 性能及び構造

3.3 材　料

3.4 形状及び仕上 建具の表面色：　・標準色　・特注色

3.5 工　法

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

水切り板：　・取付ける　・取付けない

4.2 性能及び構造

4.3 材　料

4.4 形状及び仕上げ

４．鋼製建具

５．鋼製軽量建具

5.2 性能及び構造

5.3 材　料

６．ステンレス製建具

6.3 材　料

6.5 工　法

ステンレス鋼鈑の材質：　※SUS304,430J1L,430　・SUS304　・SUS430　・　

７．建具用金物

7.1 適用範囲

7.2 材質、形状、

指定建物錠の防犯性能の適用：　・する　・しない

指定建物錠とは、建物の外部出入口用に用いるｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ錠が該当

マスターキー：　・製作する　　・製作しない

　マスターキーの系統：　・　系統

　　　　　　　　・ﾏｽﾀｰｷｰの製作については施設管理者及び監督員と協議する。

　耐ピッキング性能　  　・5分未満　・5分以上　※10分以上

　耐鍵穴壊し性能　　　　・5分未満　・5分以上　※10分以上

握玉、レバーハンドル等の取付位置：　・FL+900　・FL+950　・FL+1,000　・　

クレセント類の取付位置：　・FL+900～FL+1,500迄　・　

7.3 取付け施工

樹脂製建具の丁番：　※標準仕様書表5.7.3による　・　

　耐サムターン回し性能　・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

　耐カム送り解錠性能 　 ・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

　耐こじ破り性能 　     ・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

出荷時の子鍵本数：　※3本　・　6本　・　

鍵箱の適用：　・必要　・不必要

7.4 鍵

８．自動ドア開閉装置

8.2 性　能

8.3 機　構

９．自閉式上吊り引戸装置

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

開閉機能　：　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　・　　

シャッターケース：　・図示　※設ける　・設けない

シャッターの種類：　・図示　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ

　　　　　　　　　　・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ　・　

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

<開閉形式>：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

開閉形式　：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

<パイプ径>　：　・図示　・13mm　・16mm　・19mm　・　

<パイプ間隔>：　・図示　・70mm　・　

<格子間隔>　：　・図示　・500mm　・　

スラットの形状：　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

<パイプの材質>：　・ｽﾃﾝﾚｽ　・ｽﾁｰﾙ　・　

スラットの材質：　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　

　　　　　　　　　※塗装溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板　・ｱﾙﾐ押出型材　　

9.3 性能等

１０．重量シャッター

10.2形式及び機構

11.2形式及び機構

11.3材　料

11.4形状及び仕上げ

セクション材料による区別：　・図示　・下表による

・ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

耐風圧性能：　・50　・75　・100　・125　

・ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ﾁｪｰﾝ式

・電動式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・鋼製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

ｾｸｼｮﾝ材料による区別 開閉方式による種類 収納形式による区分 ガイドレールの材料

ガイドレールの材質：　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

１２．オーバーヘッドドア

12.2形式及び機構

12.3材　料

ガラスの種類：　・建具表による　・　

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・鋼　製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・木　製

ガラス留め材

金属性製建具用パテはJISA5752による。

　　　　　　　形状等

建具の種類 種類・材質

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・木製用　・　)

１３．ガラス

13.2材　料

13.3ガラス溝の寸法、

ガラス溝の大きさ：　※標準仕様書表5.13.1による　・　

性能：　※標準仕様書表5.9.1による　・　

鋼板類の厚さ：　※標準仕様書表5.4.2による　・図示　・  

金物の種類、材質：　・標準仕様書表5.7.1による　・　

１．一般事項

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い天井改修範囲：　※両側600mm程度　・図示

既存間仕切り壁撤去に伴う天井、壁及ぴ床の改修範囲：　※壁厚程度　・図示

天井の撤去に伴う取り合い壁の改修範囲：　※既存のまま　・図示

合成樹脂塗り床材の除去：　・機械的除去工法　・目荒工法　・　

２．既存床の撤去並びに下地補修

　　　　　　取合い等

1.3 他の部位との

1.4 工　法 既存部分の撤去工法：

　・適用する【・標準仕様書6.2　・標準仕様書6.3　・標準仕様書6.4】　・図示　

新設下地の工法：

　・適用する【・標準仕様書6.5　・標準仕様書6.6　・標準仕様書6.7】　・図示　

仕上げの工法：　※該当項の有無により適用する　・図示

2.2 工　法

伸縮調整目地の位置：　※標準仕様書による　・　

熱線反射ガラスの映像調整：　・行う　・行わない

寸法、厚み：　・図示　・190x190x95　・145x145x95　・　

壁用金属枠：　・図示　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　・ｽﾁｰﾙ製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・　

化粧目地の色：　・白　・ｸﾞﾚｰ　・黒　・　　

表面形状　：　・図示　・ﾌﾟﾚｰﾝ　・梨地　・ｶｽﾐ　・　

補強剤　　：　・図示　・　

シーリング材：　・ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系　・ｳﾚﾀﾝ系　・ｼﾘｺﾝ系　・　

金属製化粧カバー：　・図示　・　

目地幅：　※標準仕様書による　・　

風圧力に対応した工法：　・　

伸縮調整目地の仕上：　※標準仕様書による　・　

13.4工　法

13.5ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み
５
章
　
建
具
改
修
工
事

改装後の床の清掃範囲：　・影響範囲全て　・図示

３．既存壁の撤去並びに下地補修

コンクリート間仕切壁等の撤去に伴う構造体の補修：　※行う　・既存のまま

　・ﾓﾙﾀﾙ塗り（改修標準仕様書4.4.9による）　・図示　・　

3.2 工　法

５．木下地等

・開口部額縁　・建具枠　・笠木　

・棚板　・　

・梯子　・　

5.1 一般事項 ◎見え掛り面の表面仕上げの適用箇所、種類：　・図示　・下表による

・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ・ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ　

・飾り柱　・格子　・ｶｳﾝﾀｰ天板　・衝立

5.2 木　材 ◎一般事項

・はり類

・その他

・鼻隠し、破風板

・その他

・間仕切軸組

・床組

・吊元枠、水掛かり

　の下枠及び敷居

・くつずり

・ＲＣ造等の内部間仕切

　軸組及び床組

・窓、出入口、その他

・屋根野地、軒廻り

・小屋組 ・松　・　

・杉又は松　・　

・杉　・　

・杉又は松　・　

・杉　・　

・杉又は松　・　

材　種使用箇所

・桧　・ﾀﾓ又はｼｵｼﾞ類

適用箇所 種　類

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

　木材の含水率：　※A種　・B種

　保存処理木材：　・使用する　・使用しない

　　適用箇所　：　・標準仕様書6.5.2(h)(3)「腐処理を行う」としている部材

　　　　　　　　　・屋根下地等（瓦桟・登り淀・広小舞）　・　

　構造材・下地材の品質基準：　※標準仕様書による　・　

　造作材の品質基準：　※A種　・B種

　樹種：　※下表を標準とし変更する場合は、事前に監督員の承諾を得る事。

A - 0 4

7.4 鍵

・桧　・　スプルス　

１１．軽量シャッター　<JIS　A　4704>
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

６
章
　
内
装
改
修
工
事

６
章
　
内
装
改
修
工
事

・窓、出入口、その他

材　種使用箇所

・床の間、階段

代用樹種を適用しない箇所：　・　

・敷居

・その他

・下張り用床材

・畳下床板

・床改め口（畳下）

・床板

・棚板

・その他

・押入

・見切り縁、回り縁、幅木、かさ木、幅木台

・壁及び天井下地

・床板張り

・桧　・松　

・合板　・　

・合板　・　

・板厚18mm以下（・杉　・　　）

・縁甲板張り（・桧　・　　　）

・桧　・　

・杉又は松　・合板

・杉又は松　・　

・杉又は松　・　

・合板(2類)　・　

・杉又は栂　・　

・杉又は栂　・　

・上り框

5.2 木　材
６
章
　
内
装
改
修
工
事

施工箇所 材面の品質

・1種 ※2種

品名 強度等級 接着性能 樹種名 寸法等

施工箇所 接着性能 樹種名 曲げ性能 寸法等

・図示　・　

・図示　・　

◎集成材等

　○構造用集成材

　○構造用単板積層材

施工箇所 樹種名 寸法等

・図示　・　

・図示　・　

　○造作用集成材

施工箇所 心材樹種名 化粧樹種名 表面の品質 寸法等

・図示　・　

寸法等

・図示　・　

施工箇所 表面の品質 防虫処理

施工箇所 表板樹種名 接着の程度 板面の品質 等級・処理・寸法等

･1類　･　 

･1類　･　 ･C-D　･　 

･1等　･2等 ・図示　・　

　○造作用単板積層材

◎床張り用合板等

　○合板t=5.5mm材

等級・処理・寸法等施工箇所 表板樹種名 接着の程度 板面の品質

･1類　･　 

･1類　･　 

･1等　･2等

･C-D　･　 

・図示　・　各室床下地捨て張り

　○合板t=12mm材

施工箇所 曲げの区分 接着の区分 等級・処理・寸法等

・図示　・　

　○パーティクルボード：　・t=15mm材　・18mm材　・　

上り框

ｶｳﾝﾀｰ

ｺﾞﾑ

ﾀﾓ

ﾗﾜﾝ

　　　　　・　　

◎接着剤：　※接着剤に含まれる可塑剤は難揮発性とする。

◎防腐処理

◎防蟻処理

◎防虫処理

5.3 接合具等

　　　　　　防虫処理

5.5 防腐・防蟻・　

5.* 堅　木

5.* 銘　木

使用箇所：　・　

種別：　・真物　・貼物

樹種：　・　

使用箇所：　・　

屋外の野縁受け、吊りボルト、インサートの間隔：　・≒@900mm　・ 

6.2 材　料

６．軽量鉄骨天井下地

種類：　※標準仕様書表6.6.1による　・　

6.3 形状及び寸法

屋外の野縁の間隔：　※標準仕様書表6.6.2による　・　

6.4 工　法 あと施工アンカーの引抜き試験：　・行わない　・行う

　試験法：　・標準仕様書6.6.4(a)(3)による　・図示　・　

屋外の引抜き試験の箇所：　・図示　・屋内と同等程度　・　

屋外の軒天井、ピロティー天井の補強：

　・図示　・　

　・天井内配管類及びダクト等により、野縁受けを吊れない場合には、野縁受けの断面

　　を大きくするか又は補強用チャンネル、アングル等を用いて十分補強を行う。

　・吊りボルトは配管類及びダクト等とは絶縁して取り付ける。

種類：　・50形　・65形　・90形　・100形　・　

７．軽量鉄骨壁下地

7.3 形状及び寸法

ビニル床シートの材料：　・図示　・下表による　・　

厚さ(mm)色柄記号種　類

・DO ・　

※無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ ・　

※2.3　・3.5

・NS

８．ビニル床シート、ビニル床タイル、及びゴム床タイル張り

8.2 材　料

ビニル床タイル、ゴム床タイルの材料：　・図示　・下表による　・　

　種類：　・　

　性能：　・体積抵抗値(1.0x109Ω)　・　

　厚さ：　・2.0mm　・4.0mm　・4.5mm　・　

・視覚障害者用床タイル張り

　厚み：　・2mm　・15mm　・20mm　・30mm　・　

・耐動荷重性床シート張り：　種類（　）厚さ（　）

・ビニル幅木の厚み：　※1.5mm以上　・　

・ビニル幅木の高さ：　※60mm　・100mm　・　　

半硬質(CT)

軟質(CTS)

・無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ

種　類

・4.0　・　

・4.0　・　

厚さ(mm)

・発泡砲層のないﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

・発泡層のあるﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

　（ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ）

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(HT)

・ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ

・帯電防止床ｼｰﾄ張り　・帯電防止床ﾀｲﾙ貼り

　種類：　・合成ｺﾞﾑ貼付用　・合成ｺﾞﾑ埋込用　・合成ｺﾞﾑ裏面CON

　　　　　・せっ器質ﾀｲﾙ　・ｺﾝｸﾘｰﾄ

スタッドの高さが5mを超える場合：　・図示　・　

※2.0　・　

※2.0　・　

※2.0　・　

※2.0　・2.5※FS

8.3 工　法

熱溶接工法：　・適用する　・適用しない

下地の工法：　※ﾓﾙﾀﾙ塗り下地　※木造下地　・図示　・　

◎織じゅうたん

　色柄：　・無地　・柄物

９．カーペット敷

9.3 材　料

　帯電性の適用：　・適用しない　・適用する【人体帯電圧：　※3kV以下　・　　　】

◎タフテッドカーペット

◎ニードルパンチカーペット

◎タイルカーペット

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状 寸法(mm) 総厚さ(mm)

※6.5

・　

※500x500

・　

※第１種

・第２種

種　類

　パイル形状：　・ﾙｰﾌﾟ　・ｶｯﾄ　・　

　パイル長：　・図示　・　mm

　種別：　・A種　・B種　・C種

◎下敷き材

タイルカーペットの敷き方（平場）：　※市松敷き　・　

　　　　　　　　　　（階段部分）：　※模様流し　・　

9.4 工　法

・ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟ併用

　パイル形状：　・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ　・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ　・ｶｯﾄ／ﾙｰﾌﾟ併用

タフテッドカーペットの工法：　・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法　・全面接着工法　・　

※第1種ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

種　類 厚さ(mm)

・弾性ｳﾚﾀﾝ塗り床材

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗り床材

仕上げ種類

※平滑　・防滑　・つや消し

・薄膜流し展べ

・厚膜流し展べ：　※平滑　・防滑

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ：　・平滑　・防滑

・2

・2

・3

・4

10.3 工　法

10.2 材　料

１０．合成樹脂塗床

１１．フローリング張り

11.2 材　料

11.7 仕上げ

11.3～11.6 工　法

仕上げ：　※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　・既製仕上げ

１２．畳敷き

12.2 材　料 種別：　・A種　・B種　・C種

　　　　・D種（・KT-I　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・弾性ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・複合1種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合2種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合3種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

種　類

・　

・　

・　

・　

・　

・ｻｸﾗ

・500(L)x75(W)x15(t)以上

・303x303(L)x15(t)以上

厚さ：　・6　・7　・8

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

材　種

・釘留め工法(根太張)

・ﾓﾙﾀﾙ埋込み工法

・接着工法

・接着工法

・接着工法

工　法

・釘留め工法(直張り)

・接着工法・協議

・釘留め工法(根太張)

・釘留め工法(直張り)

形式寸法等(mm)LxWxｔ

・A種　・B種　※C種

・A種　・B種　※C種

・A種　・B種　※C種

　防腐剤：　※（社）日本木材保存協会認定品又は同等品

　防蟻剤：　・非有機ﾘﾝ系　・　

樹種：　・ﾅﾗ　・ｹﾔｷ　・ｻｸﾗ　・ｸﾘ　・ｼｵｼﾞ　・　

　防虫処理剤：　・非有機ﾘﾝ系　・　

　下敷き材：　※反毛フェルト第2種2号(呼厚8mm)　・　

　厚さ：　・4mm　・7mm　・　

　○化粧ばり造作用集成材

A - 0 5



S C A L E N o

M E M O T I T L E

D R A W N I N G

C H E C K

D A T E
改修特記仕様書　６

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

１６．タイル張り

16.1 一般事項 伸縮調整目地の位置：　※@4m(縦･横共)　・図示　・　

3.3 錆止め塗料塗り 鉄鋼面見え掛かり部分新規塗り工法：　※A種　・B種　・C種

鉄鋼面見え隠れ部分新規塗り工法：　・A種　※B種　・C種

　工法：　※押し目地　・切り目地　・　 亜鉛メッキ鋼面屋内：　※A種　・B種　・C種

亜鉛メッキ鋼面ＥＰ－Ｇ塗装下地：　・A種　・B種　※C種

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

壁タイル張り工法：　・改良積上張り　・　

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

６
章
　
内
装
改
修
工
事

規格名称 厚さ(mm)種　類 記　号

・木毛ｾﾒﾝﾄ板

・木片ｾﾒﾝﾄ板

木質系ｾﾒﾝﾄ板

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ製品 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・HW　・NW

・HF　・NF

GB-S

GB-R

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-F

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ GB-L

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ) GB-D

繊維強化ｾﾒﾝﾄ板 ・0.8FK

・1.0FK

・　

火山性ｶﾞﾗｽ質複層板(VSﾎﾞｰﾄﾞ) ・　

・　

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ繊維板

・DV・DO・DC

・RS・VS

・6・8・10

・6・8・10

・25・50

・9.5・12.5

・9.5・12.5

・12.5・15.0

※9.5・7

・9.5・12.5

・9.5・12.5

・ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ﾀｲﾌﾟ2)

１３．石こうボード、その他ボード、及び合板張り

13.2 材　料

13.3 工　法

◎合板

・難燃合板

材　種 厚さ(mm) 工法樹種など

・A種生地のまま又は透明塗料塗りの場合

・普通合板

・捨張り用合板

・有孔合板

・天然木化粧合板

不透明塗料塗りの場合

・針葉樹

・南洋材　・　

化粧単板のそば包み

化粧単板の厚さ

※0.3未満　・　

・行う　　※行わない

・1類

・2類

・型枠用

・構造用

・1類

・2類

・4　・5.5

・6　・　 ※B種

・A種

※B種

・A種

※B種

・A種

※B種

・A種

※B種

・6　・　

・9　・12

・4　・5.5

・　

・　

・4　・6

・ﾗﾜﾝ　・　

・ｼﾅ【・1級・2級】　 ・　 

・ﾗﾜﾝ　・　

・ｼﾅ

・ｼﾅ

表面仕上げの種類・特殊加工化粧合板

・ﾒﾗﾐﾝ　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ　・　

・A種

※B種

・4.0　・3.0　

せっこうボードの目地処理：　・継目処理工法　・目透し工法　・突付け工法

・織物系

品　質 検定区分 施工箇所

・1級　・2級　・　

・1級　・3級　・4級　・　

・1級　・2級　・　

・ｵﾚﾌｨﾝ系

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系

１４．壁紙張り

14.2 材　料 防火性能の指定：　・下表による　・図示　・　

遮音シール材：　・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｼﾞｮｲﾝﾄｾﾒﾝﾄ

既製目地：　・適用　・不適用

既製目地の形状寸法等：　・図示　・　

床の目地：　・設ける　・設けない

１５．モルタル塗り

15.3 材　料

15.6 工　法

14.3 施　工 モルタル面及びプラスター面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

コンクリート面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

せっこうボード及びその他ボード面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

16.3 セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

◎タイルの役物

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

壁タイル張り工法：　・改良積上張り　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

◎タイルの役物

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

16.4 接着剤による陶磁器質タイル張り

１７．セルフレベリング材塗り

17.2 材　料 品質：　・ｾﾒﾝﾄ系　・せっこう系　・　

厚さ：　・10mm　・図示

７
章
　
塗
装
改
修
工
事

塗料の防火材料の指定：　・図示　・無　・有（　

鉄鋼面

亜鉛メッキ鋼面

モルタル、プラスター

コンクリート、ＡＬＣパネル

押出成形セメント板

せっこうその他のボード

木部（透明系塗料塗り部）

1.3 材　料

種　別塗装面の種類

２．下地調整

木部（不透明塗料塗り部） ※RA種　・RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　・RB種　・RC種

継目処理工法の場合：　・RA種　※RB種　・RC種

その他の場合：　・RA種　※RB種　・RC種

１．一般事項

３．鉄鋼面錆止め塗料塗り

3.2 塗料の種別 亜鉛メッキ鋼面屋外：　※A種　・B種　・C種

3.3 錆止め塗料塗り

４．合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

4.2 塗料の種別 種別：　※1種　・2種

木部の種別（塗替え）：　・A種　※B種

木部の種別（多孔質広葉樹）：　・A種　・B種

鉄鋼面の種別：　・A種　※B種

亜鉛めっき鋼面の種別（塗替え）：　※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面の種別（新規）：　・A種　※B種

鉄鋼面塗替え部分工法：　・A種　・B種　※C種

木部の種別（新規外部）：　※A種　・B種

木部の種別（新規内部）：　・A種　※B種

5.2 塗料塗り

５．クリヤーラッカー塗り（ＣＬ）

種別：　・A種　※B種

７．アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

7.2 塗料塗り 種別：　・A種　※B種

８．耐候性塗料塗り（ＤＰ）

8.2～8.4 ***塗料塗り 鉄鋼面の種別：　・A種　・B種　・C種

亜鉛めっき鋼面の種別：　・A種　・B種　・C種

コンクリート面の種別：　・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種　・C-1種　・C-2種

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の種別：　・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種　・C-1種　・C-2種

コンクリート面及びモルタル面の種別：　・A種　※B種　・C種

プラスター面の種別：　・A種　※B種　・C種

せっこうボード、及びその他のボード面の種別：　・A種　※B種　・C種

屋内木部の種別（新規）：　※A種　・B種　・C種

屋内木部の種別（多孔質広葉樹）：　・A種　・B種　・C種

屋内木部の種別（塗替え）：　・A種　※B種　・C種

屋内鉄鋼面の種別：　・A種　※B種　・C種

屋内亜鉛めっき鋼面の種別：　・A種　※B種　・C種

9.2～9.5 ***塗料塗り

９．つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

塗替えの場合のしみ止め：　・標準仕様書7.9.2(b)による　・図示　・　

種別：　・A種　※B種　・C種

塗替えの場合のしみ止め：　・標準仕様書7.13.2(b)による　・図示　・　

コンクリート面及びモルタル面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

プラスター面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

せっこうボード等面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

種別：　・A種　※B種

１０．合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

１１．合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

11.2 ***塗料塗り

１２．ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

種別：　・A種　※B種

１３．ラッカーエナメル塗り（ＬＥ）

種別：　・A種　※B種

１５．木材保護塗料塗り

６
章
　
内
装
改
修
工
事

７
章
　
塗
装
改
修
工
事

・4.2　・　

4.3～4.5 ***塗料塗り

塗装改修工事の　***塗料塗りは　上記表の下地の種別を示す。
詳しくは、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版参照。

10.2合成樹脂エマルション
　　　ペイント塗料塗り

12.2 ウレタン樹脂
　　　ワニス塗り

13.2 ラッカーエナ
　　　メル塗り

15.2 木材保護塗料塗り

A - 0 6



桐ヶ丘方向へ

老川へ

腰山
霧生方向へ

高尾方向へ

旧博要小学校

旧矢生中学校

県道 6 9 1 号

バス停

外部足場　枠組み本足場　 W = 6 0 0

シート養生

凡　例

T I T L E

D A T E
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3,000

（博要地区市民センター）

伊賀市種生 1 3 3 2 - 1

工事場所

種　生
- 1 0 1

- 1 6 9

±0

- 1 4 0

- 2 9 0

- 2 9 7 0

- 5 3 7 0

- 3 1 0

㎡3 4 3 . 5 1

1 . 0 4

5 . 2 9

5 . 2 9

バス停

前面道路

既設建築物 増築部分 

改修部分 
内部

改修部分 

内部
既設建築物

至る高尾へ

県道 6 9 1 号線

１階床面積

建築面積

建ペイ率

延床面積

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

％

％

合　　計

1 9 8 8 . 6 2

4 3 8 . 0 1

既　設　部　分増　築　部　分

3 3 8 . 2 2

3 3 8 . 2 2

4 3 6 . 9 7

容積率

面　　積　　表

敷地面積

旧博要小学校

既設カーポート屋根

屋根全体サイズ　 1 0 . 0 0 × 3 . 0 0

斜線部　ポリカーボネイド板
　　　　　　撤去葺き替え
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附近見取り図

配　置　図　　　　　S=1／250

配　置　図

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事
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仮設　配置図
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建　築　概　要

１ 玄　関

階　数

最高高

ＲＣ　造

ｍ

１００

１００

ｍ

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

仕　上　表　　

１　階

●　博要地区市民センター

外　部　仕　上　表　

構　造

軒　高

建築面積　

１階床面積

内　　部　　仕　　上　　表　

４３６．９７ ４３８．０１

３３８．２２ ３４３．５１

３３８．２２ ３４３．５１

現況建築面積　 増築後建築面積　

延床面積

４．１５４．１０

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

現　況

屋　根 屋　根

笠　木

軒　天

パラペット

外　壁

外巾木

笠　木

軒　天

パラペット

溝部、立上り部）既設防水層撤去　　改質アスファルト防水　ＲＭ１ーＳ１０９Ｂ

上段平場）既設防水層　下地ケレン清掃後　改質アスファルト防水　ＲＭ１ーＳ１０９Ｂ
コンクリート押さえ　露出アスファルト防水８層　ＳＣＡ－１５　

防水モルタル金コテ　全面撤去

アクリルリシン吹付

合板型枠打放しの上　吹付けタイル　一部　小口タイル貼り

高圧水洗い　下地処理後　外装薄塗材Ｅ

高圧水洗い　下地処理後　複層塗材Ｅ

タテ樋モルタル金コテ　　現状のママ
白ガス管φ１１４ＯＰ掴み金物ＦＢ２５×３．２　ＯＰ＠１０００　１ヶ所撤去　位置移動　新設

テラス　通路増築ヶ所

ホール

１００

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

仕　　上

下　　地

仕　　上

下　　地

モルタル金コテ

モルタル金コテ

ＬＧＳ　下地

ＬＧＳ　下地

ＬＧＳ　下地モルタル金コテ
モルタル下地

半磁器質１００角　タイル貼り
ＡＥＰ

一部補修
現状のママ 現状のママ

磁器質モザイクタイル２５角貼り
モルタル下地

半磁器質１００角　タイル貼り

巾　　　　木

磁器質１００角タイル貼り

モルタル下地

テラゾブロック貼り 化粧Ｐ．Ｂ　厚９　

２８４０

２７４０

化粧Ｐ．Ｂ　厚９

ラフトン吹付

ラフトン吹付長尺エンビシート　厚３．０ 米栂　ＯＰ

化粧Ｐ．Ｂ　厚９

２４００

２８１０

モルタル下地

半磁器質１００角　タイル貼り

モルタル金コテ ＡＶＰ
ＬＧＳ　下地

ＬＧＳ　下地

テラス

通　路

職員便所

男子便所

給食室

女子便所

↓

↓

↓

モルタル下地

モルタル下地

防水モルタル金コテ　
土間コンクリート厚１２０共　全面撤去

半磁器質１００角　タイル貼り モルタル下地

半磁器質１００角　タイル貼り　現状のママ現状のママ

長尺エンビシート　厚２．５モルタル下地

磁器質モザイクタイル２５角貼り　一部補修

コンクリート金こて押え目地切り　合成樹脂塗装

合板型枠打放しの上　アクリル吹付タイル

合板型枠打放しの上　アクリル吹付タイル 合板型枠打放しの上　アクリル吹付タイル

合板型枠打放しの上　アクリル吹付タイル
モルタル下地 長尺エンビシート　厚２．５

モルタル金こて

モルタル金こて

１００

ケイカル板厚６　ＡＥＰ

既設部　モルタル金コテ　ＡＥＰ塗り替え

ボードのみ撤去　

ケイカル板厚６新設　ＡＥＰ

塩ビ製新設

土間コンクリート新設

既設和式便器撤去　洋式便器に取り替え

トイレブース一部撤去　新設

既設小便器、手洗い撤去　新設 （設備工事）

新設部　ＡＥＰ塗り

新設部　ＡＥＰ塗り

合板型枠打放しの上　アクリル系リシン吹付

今回の改修部分を示す。

凡例

Ａ－０８

防水モルタル全面撤去補修後　改質アスファルト防水　ＲＭ１ーＳ１０９Ｂ

改　修　後 備　考

※アゴ下モルタル充填補修 防水改修工事内容は別紙参照

外壁改修（ひび割れ補修）

工事内容は別紙参照

ＬＧＳＷ６５下地耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

半磁器質１００角　タイル貼り 一部補修

半磁器質１００角　タイル貼り 一部補修

ソフト巾木新設

既設　１００角　タイル一部補修

撤去ヶ所　一部補修

ソフト巾木 一部ＬＧＳ下地ケイカル板　ＡＥＰ塗り

施設回転釜２台撤去、ステンレスフード撤去、床排水ピット撤去、シンク撤去

鉄骨胴縁下地　ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

既設　下地処理後　外装塗材Ｅ既設部　壁・柱・梁型　下地処理後　複層塗材Ｅ

直　天

既設アルミサッシ扉入口一部撤去、既設天井点検口撤去

入口ユニット扉新設、既設アルミサッシ窓ガラス取り替え、アルミパネル取り替え

天井点検口　新設

高圧水洗い　下地処理後　複層塗材Ｅ 鉄骨胴縁　防水透水シート　窯業系サイディングｔ＝１６　複層塗材Ｅ　吹付
（増築部）

外　壁外　壁
（既設部）

土間コンクリート厚１５０　新設

（↑女子便所床改修内容　Ａ－１５、Ａ－１７参照）
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△

正門

通路

ポ－チ

玄関

会議室

ホ－ル職員便所

グリストラップ

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

（現況）平　面　図
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１
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

改修工事範囲を示す

±０

±０

－１４０

－２９０

－２９０

－４１

－１０１

－１０１

－１６９

－１０４

－６４

Ａ－０９

タテ樋移設

事務室

旧乳児室

旧沐浴室

湯沸室

休憩室

機械室搬入口

食品庫

給食室

押入

通路 便所
旧保育室１

便所
多目的

物入物入

旧保育室２ 旧遊戯室

（現況）平面図　　　　Ｓ＝１／１００

プ
ロ
パ
ン
庫



ＳＣＡＬＥ Ｎｏ

ＭＥＭＯ ＴＩＴＬＥ

ＤＲＡＷＮＩＮＧ

ＣＨＥＣＫ

ＤＡＴＥ
Ｓ＝１／１００

△

正門

ホ－ル

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事
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１
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（改修後）平　面　図

テラス

ａ

ｂ

① ①
②

②

改修工事範囲を示す

ｂ

ａ

－４１

－４１

－４１

－１６９±０

－１０１

Ａ－１０

新設建具は建具表参照

タテ樋

新設
通路既

設
建
具

スロープ

女子便所

男子便所

旧沐浴室

旧遊戯室旧保育室２

多目的
便所

物入物入

旧保育室１通路

機械室

通路 便所

休憩室

押入

テラス

食品庫

搬入口

給食室

玄関

会議室

ポ－チ

旧乳児室湯沸室

事務室

3,200

プ
ロ
パ
ン
庫

（改修後）平面図　　　Ｓ＝１／１００

2,300

2,300

2,
30

0
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

（現況）立　面　図

アルミサッシ撤去（枠残し）

窓ガラス入れ替え

竪樋：白カ゛ス管φ１１４撤去

博 要 地 区 市 民 セ ン タ ー

笠木：防水モルタルコテ押え全周撤去

笠木：防水モルタルコテ押え全周撤去

笠木：防水モルタルコテ押え全周撤去

笠木：防水モルタルコテ押え全周撤去

笠木：防水モルタルコテ押え全周撤去

笠木：防水モルタルコテ押え全周撤去

笠木：防水モルタルコテ押え全周撤去

Ａ－１１

（現況）　西立面図　Ｓ＝１／１００

（現況）　北立面図　Ｓ＝１／１００

（現況）　東立面図　Ｓ＝１／１００

（現況）　南立面図　Ｓ＝１／１００
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

窓ガラス入れ替え

（改修後）立　面　図

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

新設通路増築

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

竪樋：白カ゛ス管１１４φ新設

６，０００

Ａ Ｂ

６，０００

ＡＢ

新設通路増築、スロープ新設

博 要 地 区 市 民 セ ン タ ー

※１

※２

外　壁　亀　裂

１ｍｍ以上の部分は※１の東　３ヶ所と北　８ヶ所のみ。その他については、※２とする。

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０）

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０）

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０）

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０）

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０）

軒天：高圧水洗い、下地処理後
外装薄塗材Ｅ

軒天：高圧水洗い、下地処理後
外装薄塗材Ｅ

（柱型共）

（柱型共）

（柱型共）

（柱型共）

Ａ－１２

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１）

パラペット全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

外壁全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

パラペット全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

外壁全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１）

パラペット全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

パラペット全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

外壁全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

外壁全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

梁型：高圧水洗い、下地処理後
複層塗材Ｅ

※屋根改修は、屋上平面図及び防水詳細図参照のこと ※屋根改修は、屋上平面図及び防水詳細図参照のこと

補　　修　　内　　容現　　　　状

外部足場敷設後、　目視、打診による確認、マーキング、計測、図面記入を行う。事前調査の実施

笠木：アルミアンク゛ル取付
（Ｌ－３５ｘ１１）

笠木：アルミアンク゛ル取付
（Ｌ－１００ｘ４０）

欠損部エポキシ樹脂モルタル充填工法（高圧水洗の上施工）（鉄筋露出部（爆裂部）：錆落とし、防錆処理）

ひび割れシール充てん工法（可とう性エポキシ樹脂充填（クラック巾０．２ｍｍ以上～１ｍｍ以下）

（高圧水洗の上施工）

（高圧水洗の上施工）

（高圧水洗の上施工）

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　アンカーピン部分１３穴／ｍ２・３０ｇ／穴注入部分　１２穴／ｍ２・３０ｇ／穴　　（高圧水洗の上施工）

Ｕカットシール材充填工法（可とう性エポキシ樹脂充填（クラック巾１ｍｍ超）

上裏　欠損・爆　裂

外　壁　浮　き

外　壁　浮　き

上裏　欠損・爆　裂

（改修後）　西立面図　Ｓ＝１／１００

（改修後）　北立面図　Ｓ＝１／１００

スローフ゜新設

（改修後）　東立面図　Ｓ＝１／１００

笠木：アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０）

（改修後）　南立面図　Ｓ＝１／１００

外壁全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ

（改修後）　通路Ａ面　Ｓ＝１／１００ （改修後）　通路Ｂ面　Ｓ＝１／１００

外壁全周：高圧水洗い、下地処理後　複層塗材Ｅ
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

４
，
１
０
０

１
０
０

▽ＧＬ

▽水上

△水下

２
，
７
４
０

２
，
７
４
０

２
，
７
４
０

会議室

２
，
４
０
０

６，０００ ２，５００ ４，５００ ４，５００

１７，５００

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

９００ １，５００

２
，
８
４
０

２
，
７
４
０

２
，
４
０
０

２
，
４
０
０

２
０
０

２
，
８
０
０

２
，
７
４
０

４
，
１
０
０

１
０
０

▽ＧＬ

▽水上

△水下

会議室 玄関 給食室 通路 便所 通路

２
，
６
０
０

多目的便所

４５，０００

８，０００ ８，０００ ５，５００ ６，５００ ２，５００ ６，５００ ８，０００

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

５，０００ ３，０００ ７，１００

９００ ９００

２
，
８
４
０

２
，
７
４
０

２
，
４
０
０

２
，
４
０
０

２
０
０

２
，
８
０
０

２
，
７
４
０

４
，
１
０
０

１
０
０

▽ＧＬ

▽水上

△水下

会議室 玄関 給食室 通路 便所 通路

２
，
６
０
０

多目的便所

４５，０００

８，０００ ８，０００ ５，５００ ６，５００ ２，５００ ６，５００ ８，０００

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

５，０００ ３，０００ ７，１００

９００ ９００

４
，
１
０
０

１
０
０

▽ＧＬ

▽水上

△水下

２
，
７
４
０

２
，
７
４
０

２
，
７
４
０

会議室

２
，
４
０
０
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改修範囲を示す
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女子便所

（現況・改修後）断　面　図

２
，
７
８
７

Ａ－１３

※屋根改修は、屋上平面図及び防水詳細図参照のこと

※屋根改修は、屋上平面図及び防水詳細図参照のこと

職員便所

改修範囲を示す

（現況）ａ～ａ断面図　Ｓ＝１／１００

改修範囲を示す

（現況）ｂ～ｂ断面図　Ｓ＝１／１００

男子便所

（改修後）ａ～ａ断面図　Ｓ＝１／１００

改修範囲を示す

（改修後）ｂ～ｂ断面図　Ｓ＝１／１００

９００ １，５００ １，５００ ２，５００

１，０００ ９００

９００ ８００

１，０００ ９００

９００ １，５００ １，５００ ２，５００

９００ ８００

事務室 旧乳児室

旧保育室１ 旧保育室２ 旧遊戯室

プロパン庫

プロパン庫

事務室 旧乳児室

旧保育室１ 旧保育室２ 旧遊戯室
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Ｓ＝１／３０（現況）断　面　詳　細　図　①

天井

廻縁 なし

※図中に特記なき限り下記とする。

巾木

床 モルタル下地、磁器質モサ゛イクタイル２５角貼り　現状のまま

壁

現況　職員便所　仕上表

天井

廻縁 なし

壁

※図中に特記なき限り下記とする。

ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　現状のまま

３，５００ ４，５００
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２
，
４
０
０

５
０

１
，
７
５
０

２
０

１
，
８
２
０

▽設計ＧＬ

和式便器撤去（設備工事）
紙巻器共

１
，
２
４
０

７
２
０

４
４
０

職員便所

トイレフ゛ース撤去

△水切り天端

２，０００

６５

３，５００

▼

２，３００

テラス

４
１

△設計ＧＬ

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

現況　テラス　仕上表

巾木

床

柱型

梁型

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　現状のまま

水切り：モルタルコテ押え　目荒し

床：コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

モルタル金コテ　目荒し

（目荒し範囲）

３
，
３
３
０

３
，
３
６
０

３
０

５０

▲　カッター入れを示す。

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　新規柱、頭繋ぎ材接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　間柱接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　壁下地接地部は、不陸調整

頭繋ぎ材接地部は、不陸調整

９００

ルーフト゛レイン１００φ（ト゛レンキャッフ゜のみ撤去）

溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去（均しモルタルｔ＝２０残し）

均しモルタルｔ＝２０
屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま

外壁：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系吹付タイル

アクリル系吹付タイル
梁型：合板型枠コンクリート打放しの上

アクリル系リシン吹付
軒天：合板型枠コンクリート打放しの上

Ａ－１４

（現況）断面詳細図①　Ｓ＝１／３０

▽ホールＦＬ

▽テラスＦＬ

３
０
０

１
０
０ ５
０

柱型：合板型枠コンクリート打放しの上

アクリル系吹付タイル

笠木：防水モルタルコテ押え撤去

ハ゜ラヘ゜ット：合板型枠コンクリート打放しの上

溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去（均しモルタルｔ＝２０残し）

６５

１３０

アスファルトルーフコーキンク゛撤去

アクリル系吹付タイル

軒天：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系リシン吹付

外壁：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系吹付タイル

竪樋：白カ゛ス管φ１１４　ＯＰ
掴金物：ＦＢ２５ｘ３．２　ＯＰ

巾木：モルタルコテ押え

犬走り：コンクリート金コ゛テ押え
目地切

２０ ７５

１
０
０
３
０ ３
０１
２
０ ３
０

１
０
０
１
２
０

１
０
１

１
３
１

６
８

１
６
９

７５ ７５
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／３０（現況）断　面　詳　細　図　②

４
，
１
０
０

３
，
２
８
０

８
２
０

４
０
０

４
２
０

アクリル系吹付タイル

アクリル系リシン吹付

２０

４
０

２
，
０
７
０

１
０
０

６
０
０

４
０

２
，
８
１
０

給食室

１
，
０
７
０

１
，
７
０
０

▽設計ＧＬ
△設計ＧＬ

スタイロフォームｔ＝３０
ホ゜リエチレンフィルムｔ＝０．１５
捨てコンクリートｔ＝３０
栗石ｔ＝１００

１，０００ ６，０００

７５ ７５

Ｂ

△
柱
芯

▽
柱
芯

（現況）断面詳細図②　Ｓ＝１／３０

天井

廻縁

巾木

壁

腰壁

なし

モルタル金コテ　ＡＶＰ　現状のまま

ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ　ホ゛ート゛のみ撤去

現況　給食室　仕上表 ※図中に特記なき限り下記とする。

▼ ▼

１
，
２
０
０

２，３００

竪樋：白カ゛ス管１１４φ撤去

１３０

▼

土間コンクリートｔ＝１２０

Ａ

２，４０５

２，５００

２００

窓カ゛ラス一部取り換え

▽ホールＦＬ

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

△テラスＦＬ

給食室ＦＬ

４
１

水切り天端

▲　カッター入れを示す。

天井

廻縁 なし

壁

※図中に特記なき限り下記とする。現況　テラス　仕上表

巾木

床

柱型

梁型

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　現状のまま

コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

モルタル金コテ　目荒し

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　新規柱、頭繋ぎ材接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　間柱接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　壁下地接地部は、不陸調整

頭繋ぎ材接地部は、不陸調整

天井：ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ　ホ゛ート゛のみ撤去

ステンレスフード撤去

湯沸器撤去
（設備工事）

水切り：モルタルコテ押え　目荒し

９００

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま
均しモルタルｔ＝２０

溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去（均しモルタルｔ＝２０残し）

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま
均しモルタルｔ＝２０

笠木：防水モルタルコテ押え現状のまま

アクリル系リシン吹付
軒天：合板型枠コンクリート打放しの上

外壁：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系吹付タイル

アルミ金物撤去

架台立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し）

Ａ－１５

撤去

軒天：合板型枠コンクリート打放しの上

外壁：合板型枠コンクリート打放しの上

柱型：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系吹付タイル

６５６５

撤去

床

１
２
０

３
０

１
０
０

鉄筋は、地中梁定着筋４０ｄ残して撤去

２０７５ ７５

防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去

床：防水モルタル金コテ押えｔ＝３０

ルーフファン

笠木：防水モルタルコテ押え現状のまま

アルミ金物撤去

架台立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し）

（均しモルタルｔ＝２０残し）
溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去

笠木：防水モルタルコテ押え撤去

アスファルトルーフコーキンク゛撤去

ハ゜ラヘ゜ット：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系吹付タイル

３
０

３
０

（目荒し範囲）

１
０
０
１
２
０

テラス

アルミサッシ撤去
（枠残し）

床：コンクリート金コテ押え　目地切り
合成樹脂塗装　目荒し

３
０
０

３
，
３
３
０
～
３
，
３
６
０

１
９
９

１
０
１

６
４

７５ ７５
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／３０（改修後）断　面　詳　細　図　①

壁：Ｍハ゛ー１９形下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

巾木：ソフト巾木ｈ＝１００

３，５００ ４，５００

９００ ８，０００

１ ２

４
，
１
０
０

３
，
２
８
０

８
２
０

４
０
０

４
２
０

１
０
０

ホール

２
，
０
０
０

１
０
０

６
０
０

４
０

２
，
７
４
０

②

職員便所

１
０
０

２
，
０
０
０

３
０
０

２
，
４
０
０

５
０

１
，
７
５
０

２
０

１
，
８
２
０

▽設計ＧＬ

２，０００

２，３００

２，３００ １，２００

３，５００

△設計ＧＬ

△新規通路ＦＬ

▽ホールＦＬ

天井

廻縁 なし

※図中に特記なき限り下記とする。改修後　男子便所　仕上表

巾木

床

壁

モルタル下地、磁器質モサ゛イクタイル２５角貼り　和式便器撤去個所補修

ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

巾木

床

柱型

※新設柱ＢＰＬ接地面は、モルタルにて平滑処理を行うこと。

モルタルｔ＝５７．５下地、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

（新設部）ソフト巾木ｈ＝１００

梁型

スローフ゜：モルタル金コテ

６
０

見切り：アルミ

壁：モルタル下地、半磁器１００角タイル　衛生機器撤去個所補修

５０

３
，
３
３
０

３
，
３
６
０

３
０

３
，
３
７
１

３
，
４
０
１

３
０

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　衛生機器撤去個所補修

９００

コーキングを示す。

ＲＤ：改修用ト゛レン新設（ト゛レンキャッフ゜共）

アコ゛下モルタル充填補修 屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）
下地ケレン、清掃

頭繋ぎ：Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３
あと施工アンカーＭ１２－＠４５０

溝部・立上り部・笠木：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

軒天：高圧水洗い、下地処理後
外装薄塗材Ｅ

外壁：高圧水洗い、下地処理後
複層塗材Ｅ

軒天：高圧水洗い、下地処理後
外装薄塗材Ｅ

複層塗材Ｅ
柱型：高圧水洗い、下地処理後

８０

天井

廻縁

※図中に特記なき限り下記とする。改修後　新設通路　仕上表

なし

壁
（新設部）Ｍハ゛ー１９形下地、耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

（既設部）合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　下地処理後、外装薄塗材Ｅ　一部ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ　　

天井：下地処理後、外装薄塗材Ｅ

壁：下地処理後、複層塗材Ｅ

Ａ－１６

２
，
０
０
０

２
，
２
８
５
～
３
，
０
５
０

１
，
２
０
０３
，
４
０
１

新設

１
，
１
０
０

５
２
５
～
７
５
０

撤去箇所　補修

洋風便器新設（設備工事）
手摺、紙巻器共

（土間復旧部：鉄筋Ｄ１０＠２００入とする事）

額縁：スプルス
ｔ＝２５　ＯＰ

（改修後）断面詳細図①　Ｓ＝１／３０

アルミアンク゛ル取付
（Ｌ－１００ｘ４０　シール共）

１
，
１
０
１

ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ　

合成樹脂塗装

床：モルタルｔ＝５７．５下地、

長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

ワーヤーメッシュφ６□１５０入り

透湿防水シート

外壁：窯業系サイテ゛ィンク゛ｔ＝１６　複層塗材Ｅ吹付

５
０

ハ゜ラヘ゜ット：高圧水洗い、下地処理後
複層塗材Ｅ

２０７５ ７５

床：磁器モサ゛イクタイル２５角　和式便器撤去個所補修

１
０
０
３
０１
２
０
３
０

３
０

トイレフ゛ース新設

１
３
１

１
６
９

３
０
０

１
２
８
４
１

新設通路

天井：ＬＧＳ下地

梁型：下地処理後、複層塗材Ｅ

溝部・立上り部：改質アスファルト防水
（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／３０

７５

▽設計ＧＬ

７５

△
柱
芯

▽
柱
芯

アルミ三方枠

ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ（ＬＧＳ下地は現状のまま）

７５

既設鉄筋と新設鉄筋を結束する

見切り：アルミ

△テラスＦＬ

△設計ＧＬ

女子便所

既設壁：モルタル金コテ　ＡＥＰ塗り替え

新設通路

▽ホールＦＬ ４
１

新規通路ＦＬ
（女子便所ＦＬ）

（改修後）断　面　詳　細　図　②

コーキングを示す。

溝部・立上り部・笠木：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

笠木：ウレタン塗膜防水

屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）
下地ケレン、清掃

軒天：高圧水洗い、下地処理後
外装薄塗材Ｅ

外壁：高圧水洗い、下地処理後
複層塗材Ｅ

複層塗材Ｅ
柱型：高圧水洗い、下地処理後

架台立上り部：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

８０

Ａ－１７

（改修後）断面詳細図②　Ｓ＝１／３０

１
，
２
０
０

頭繋ぎ：Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

あと施工アンカーＭ１２－＠４５０

水切り：カラー

額縁：スプルス
ｔ＝２５　ＯＰ

竪樋：白カ゛ス管１１４φ新設

竪樋上部：ＶＵφ１００　新設

１
２
０

壁：下地処理後、複層塗材Ｅ

天井

廻縁

巾木

壁

腰壁

ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ（ＬＧＳ下地は現状のまま）

改修後　女子便所　仕上表 ※図中に特記なき限り下記とする。

（既設部）モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

（既設部）モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

塩ヒ゛新設

（新設部）ＬＧＳＷ６５下地、耐水ＰＢｔ＝１２．５　新設　ＡＥＰ（既設部）モルタル金コテ　ＡＥＰ塗り替え

巾木

床

柱型

※新設柱ＢＰＬ接地面は、モルタルにて平滑処理を行うこと。

モルタルｔ＝５７．５下地、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

（新設部）ソフト巾木ｈ＝１００

梁型

天井

廻縁

※図中に特記なき限り下記とする。改修後　新設通路　仕上表

なし

壁
（新設部）Ｍハ゛ー１９形下地、耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

（既設部）合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　下地処理後、外装薄塗材Ｅ　一部ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ　　

床：モルタルｔ＝５７．５下地、

長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

ワーヤーメッシュφ６□１５０入り

外壁：窯業系サイテ゛ィンク゛ｔ＝１６　複層塗材Ｅ吹付

（新設部）ソフト巾木ｈ＝１００

床
土間コンクリートｔ＝１５０（鉄筋：Ｄ１０－＠２００タテヨコ）、モルタルｔ＝３０下地　、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５　新設

モルタルｔ＝３０下地　、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５　新設

　　土間コンクリートｔ＝１５０（鉄筋：Ｄ１０－＠２００タテヨコ）、

１
５
０１
５
０

３
２
．
５

（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）
溝部・立上り部：改質アスファルト防水

透湿防水シート

ＳＯＰ

壁：Ｍハ゛ー１９形下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

巾木：ソフト巾木ｈ＝１００

１
０
０

土台：Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３
あと施工アンカーＭ１２－＠４５０

ＧＬ

笠木：ウレタン塗膜防水

アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

架台立上り部：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０　シール共）

ハ゜ラヘ゜ット：高圧水洗い、下地処理後
複層塗材Ｅ

７５２０

屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）
下地ケレン、清掃

アコ゛下モルタル充填補修

ルーフファン

壁：ＬＧＳＷ１００下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５＋ＰＢ１２．５　ＡＥＰ

塩ヒ゛廻縁

９００

４
，
１
０
０

３
，
２
８
０

８
２
０

４
０
０

４
２
０

４
０

１
，
７
０
０

１
，
０
４
７

１
，
１
７
７

１，０００ ６，０００ ２，５００

６
０

１
９
９

１
０
１

３
０
０

３
，
３
３
０
～
３
，
３
６
０

３
，
３
７
１
～
３
，
４
０
１

１
，
０
７
１
～
１
，
１
０
１

１
，
１
０
０

２
，
７
８
７

２
，
０
０
０

１
６
０

６
２
７

１９０ ２，３００ ２００

Ａ Ｂ

床：砕石ｔ＝１５０、ポリエチレンフィルムｔ＝０．１５敷

砕石ｔ＝１５０、ポリエチレンフィルムｔ＝０．１５敷

ＬＧＳＷ６５下地

柱型：下地処理後、複層塗材Ｅ

天井：下地処理後、外装薄塗材Ｅ
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Ｓ＝１／５０

１

Ａ面

Ｃ

Ｂ面

１

Ｃ面

１
，
２
０
０
２
５

２
，
０
０
０

１
０
０

Ｂ Ｃ

Ｄ面

Ｂ

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

トイレフ゛ース撤去

洗面器撤去（設備工事） 小便器撤去（設備工事） 小便器撤去（設備工事）

１

Ｃ

７
５

△柱芯
Ｂ

ホール

（ＦＬ±０）

７００ １，２００ １，４１５

洗面器撤去（設備工事）
小便器撤去（設備工事）

１，０４５

和式便器撤去（設備工事）

和式便器撤去（設備工事）
紙巻器共

和式便器撤去（設備工事）
紙巻器共紙巻器共

（現況）職員便所　平面詳細図・展開図

（改修後）男子便所　平面詳細図・展開図

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

３，５００

１

Ｃ

７
５

△柱芯
Ｂ

ホール

（ＦＬ±０）

７００

（設備工事） 洗面器新設（設備工事）

男子便所

職員便所

洋風便器新設（設備工事）

２
，
４
０
０

１

Ａ面

Ｃ

Ｂ面

１

Ｃ面

２
，
４
０
０

１
，
２
０
０
２
５

２
，
０
０
０

４
４
０

２
，
７
４
０

１
０
０

２
，
０
０
０

４
４
０

Ｂ Ｃ

Ｄ面

Ｂ

トイレフ゛ース新設

８１５

洗面器新設（設備工事） 小便器新設
（設備工事）

洋風便器新設（設備工事）

床補修個所を示す（土間コンクリートｔ＝１２０、差し筋アンカーＤ１０－＠２００タテヨコ、モルタル下地）

２
０

洋風便器新設（設備工事）
手摺、紙巻器共

（設備工事）
小便器、手摺新設

手摺、紙巻器共

天井

廻縁 なし

※図中に特記なき限り下記とする。

巾木

床 モルタル下地、磁器質モサ゛イクタイル２５角貼り　現状のまま

壁

現況　職員便所　仕上表

ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

５
０

１
，
７
５
０

２
０

１
，
８
２
０

手摺、紙巻器共

小便器、手摺新設

天井

廻縁 なし

※図中に特記なき限り下記とする。改修後　男子便所　仕上表

巾木

床

壁

モルタル下地、磁器質モサ゛イクタイル２５角貼り　和式便器撤去個所補修

ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　衛生機器撤去個所補修

Ａ－１８

１
，
０
０
０

６
５
０

１
，
２
０
０

２
，
５
０
０

６
５
０

６
５
０

１
，
２
０
０

２
，
５
０
０

６
５
０

１
，
０
０
０

８
０
０

２
，
４
０
０

１
，
２
４
０

７
２
０

４
４
０

３
０
０
４
４
０

２
，
７
４
０

２
，
４
０
０

１
０
０

２
，
７
４
０

２
，
０
０
０

３
０
０
４
４
０

２
，
４
０
０

１
，
２
４
０

７
２
０

４
４
０

２
，
４
０
０

３，５００

３，５００ ２，５００ ３，５００ ２，５００

３，５００ ２，５００ ３，５００ ２，５００

（ＦＬ－１００）

１，３００

７００ ６００

１
，
２
４
０

７
２
０

４
４
０

３
０
０

２
，
７
４
０

１
０
０

３
０
０

１
，
２
４
０

７
２
０

４
４
０

２
，
４
０
０

２
，
４
０
０

１
，
７
５
０

５
０

１
，
８
２
０

トイレフ゛ース新設

１，０００８００

（ＦＬ－１００）

照明撤去（設備工事）

照明新設（設備工事）

トイレフ゛ース撤去

トイレフ゛ース新設

トイレフ゛ース撤去

（現況）職員便所　平面詳細図・展開図　Ｓ＝１／５０

（改修後）男子便所　平面詳細図・展開図　Ｓ＝１／５０
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Ｓ＝１／５０

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

（　　）内は、床レベルを示す。

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

▽柱芯

△柱芯

７
５

７
５

Ｂ

Ａ

６
，
０
０
０

２

１
，
８
０
０

１
，
２
０
０

１
，
５
０
０

１
，
５
０
０

７，１００

１，６００５，５００

２
，
５
０
０

Ｃ

２
，
３
０
０

２
０
０

２８０

２，３００

ホール

給食室

（±０）

テラス

９００ １１０

１，０１０ ９１０

３
８
５

３３５ １９５

２，３００

２，３００

２，１４０

１６０ ２，１４０

テラス

（－１６９）

▽柱芯

７
５

７
５

Ｂ

Ａ

６
，
０
０
０

２

１
，
８
０
０

１
，
２
０
０

１
，
５
０
０

１
，
５
０
０

７，１００

１，６００５，５００

２
，
５
０
０

３
６
５

１
，
７
７
０

３
６
５

２
，
５
０
０

２，０００

３１５ １，８００ ７０ １，４３０ ７０ １，４３０ ７０ １，８００ １１５

３１５ １，６００ ７０ ８７０ ７０ １，６００ ９７５

Ｃ

ホール

（±０）

２，３４５

テラス

（ＦＬ－６４）

５
０

▲カッター入れを示す。

▼

▼

２
，
４
０
５

３，５００

▼

テラス

１
０
５

４５４５

１，２００

２
，
３
０
０

１
７
５

１
，
７
７
０

１
９
５

１
９
０

１
６
０

２
，
１
４
０

（－１６９）

１，７７０

天井

廻縁

巾木

床

壁

腰壁

なし

モルタル金コテ　ＡＶＰ　現状のまま

ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ　ホ゛ート゛のみ撤去

現況　給食室　仕上表 ※図中に特記なき限り下記とする。

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

天井

廻縁 なし

壁

※図中に特記なき限り下記とする。現況　テラス　仕上表

巾木

床

柱型

梁型

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　現状のまま

コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

モルタル金コテ　目荒し

（現況）給食室・テラス　平面詳細図

（改修後）女子便所・新設通路　平面詳細図

女子便所

（－４１）

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　新規柱、頭繋ぎ材接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　間柱接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　壁下地接地部は、不陸調整

天井

廻縁

巾木

壁

腰壁

（既設部）モルタル金コテ　ＡＥＰ塗り替え

ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ（ＬＧＳ下地は現状のまま）

改修後　女子便所　仕上表 ※図中に特記なき限り下記とする。

（既設部）モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

（既設部）モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

（新設部）ＬＧＳＷ６５下地、耐水ＰＢｔ＝１２．５　新設　ＡＥＰ

塩ヒ゛新設

Ａ－１９

給食室

（ＦＬ－６４）

既
設
建
具

床：コンクリート金コテ押え　目地切り　目荒し

合成樹脂塗装

竪樋：白カ゛ス管１１４φ撤去

水切り：モルタル金コテ　目荒し 水切り撤去　１５ｘ２４０

アルミサッシ撤去（枠残し）

（－１０１）

（－１６９）

合成樹脂塗装

新設スローフ゜：

コンクリート金コテ押え

壁：ＬＧＳＷ１００下地、ＰＢｔ１２．５＋耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

壁小口：耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

１２０

壁：ＬＧＳＷ６５、耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

額縁撤去　１０ｘ１１０

（建築工事）

回転釜撤去

回転釜撤去

（建築工事）

（設備工事）

湯沸器撤去

７５０＊１５００＊７００　２台

既設シンク

ク゛レーチンク゛撤去

ク゛リストラッフ゜撤去

△柱芯

竪樋：白カ゛ス管１１４φ新設

（－１０１）

ＢＰＬ－６

４０１５ ４０

１
５

４
０ １
９
５

１
３
０

２
，
３
０
０

２
，
１
４
０

１
０
０

４
０ ６
５

１００
あと施工アンカー２－Ｍ１２

取外し撤去　（発注者に引渡し）

９
４
０

６
０
０

８
４
０

４
７
０

１，０４０

床：モルタルｔ＝５７．５下地、

ワーヤーメッシュφ６□１５０入り

長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

新設通路

（－４１）

枠：スプルス
ｔ＝２５　ＯＰ

見切り：スプルスｔ＝２５　ＯＰ

床：長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

１
４
０

６
０
０

１
，
４
０
０

壁：モルタル金コテ　ＡＥＰ塗り替え

（　　）内は、床レベルを示す。

１３０ ６５

１９５

１６０

１
６
０

額縁：スプルス
ｔ＝２５　ＯＰ

２

Ｃ

２

Ｃ

Ｂ

外壁見切り詳細図　Ｓ＝１／２０ 新設柱　柱頭、柱脚詳細図　Ｓ＝１／２０

水切り：モルタル金コテ　目荒し
天端（－４１）

２
０
０

コーキンク゛を示す

間柱：Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２０ｘ２．３（土台、頭繋ぎ材共）
柱：□－１００ｘ１００ｘ２．３
透湿防水シート

外壁：窯業系サイテ゛ィンク゛ｔ＝１６　複層塗材Ｅ吹付
外壁見切り詳細図参照

壁：下地処理後、複層塗材Ｅ

（柱型共）

ＬＧＳＷ６５下地

アルミ三方枠

面台：ＳＵＳｔ＝１．５ＨＬ

砕石　ｔ＝１５０

モルタルｔ＝３０下地
土間コンクリートｔ＝１５０
ポリエチレンフィルムｔ＝０．１５

壁：ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ
既設側

新設側

巾木

床

柱型

※新設柱ＢＰＬ接地面は、モルタルにて平滑処理を行うこと。

モルタルｔ＝５７．５下地、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

（新設部）ソフト巾木ｈ＝１００

梁型

天井

廻縁

※図中に特記なき限り下記とする。改修後　新設通路　仕上表

なし

壁
（新設部）Ｍハ゛ー１９形下地、耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

（既設部）合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　下地処理後、外装薄塗材Ｅ　一部ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ　　

床
砕石ｔ＝１５０、ポリエチレンフィルムｔ＝０．１５敷

土間コンクリートｔ＝１５０（鉄筋：Ｄ１０－＠２００タテヨコ）、モルタルｔ＝３０下地　、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５　新設

（新設部）ソフト巾木ｈ＝１００

（現況）給食室・テラス　平面詳細図　Ｓ＝１／５０ （改修後）女子便所・新設通路　平面詳細図　Ｓ＝１／５０

防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去

防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去



ＳＣＡＬＥ Ｎｏ

ＭＥＭＯ ＴＩＴＬＥ

ＤＲＡＷＮＩＮＧ

ＣＨＥＣＫ

ＤＡＴＥ

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／５０（現況）給食室・テラス　展開図

７，１００

２

Ａ面

６，０００２，５００

Ｂ Ａ

Ｂ面

アルミサッシ撤去（枠残し）

７，１００

２

Ｃ面 （テラス）

２
，
８
１
０

１
，
０
３
０

ＯＰＥＮ

２
，
０
７
０

１
０
０
６
０
０
４
０

▽ホールＦＬ

△給食室ＦＬ
Ｂ面展開位置

１
０
１

天井：ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ　ホ゛ート゛のみ撤去

△テラスＦＬ

（給食室）

６
４

Ｂ面 （給食室）（テラス）

２
，
８
１
０

７，１００

２

Ｃ面

２
，
８
１
０

４
０

１
，
７
０
０

１
，
０
７
０ ２
，
０
７
０

１
０
０
６
０
０
４
０

ステンレスフード撤去

湯沸器
（設備工事）

６，０００

Ａ Ｂ

Ｄ面

竪樋：白カ゛ス管１１４φ撤去

▽ホールＦＬ

△給食室ＦＬ

２，５００

△テラスＦＬ

カ゛ラス取り替え（建具表参照）

１
，
２
０
０

（給食室）

水切り：モルタルコテ押え　目荒し

床：コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

６
４

１
０
１

（給食室） Ｄ面 （テラス）

３
，
３
３
０
～
３
，
３
６
０

３
，
３
３
０
～
３
，
３
６
０

▽ホールＦＬ

△テラスＦＬ

２
，
８
１
０

３
，
３
３
０

３
，
３
６
０

３
０

Ａ－２０

※床撤去範囲については、平面詳細図及び断面詳細図参照のこと。

２，３００

天井：ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ
ホ゛ート゛のみ撤去

２，３００

天井：ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ
ホ゛ート゛のみ撤去

天井

廻縁 なし

壁

※図中に特記なき限り下記とする。現況　テラス　仕上表

巾木

床

柱型

梁型

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　現状のまま

コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

モルタル金コテ　目荒し

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　新規柱、頭繋ぎ材接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　間柱接地部は、不陸調整

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　壁下地接地部は、不陸調整

天井

廻縁

巾木

床

壁

腰壁

なし

モルタル金コテ　ＡＶＰ　現状のまま

現況　給食室　仕上表 ※図中に特記なき限り下記とする。

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ　ホ゛ート゛のみ撤去、天井点検口撤去

Ｂ面展開位置

床：コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

１
０
１

カ゛ラス取り替え（建具表参照）
アルミサッシ撤去（枠残し）

アルミサッシ撤去（枠残し）

防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去

アルミサッシ撤去（枠残し）

（現況）給食室　展開図　Ｓ＝１／５０

床：コンクリート金コテ押え　目地切り　合成樹脂塗装　目荒し

防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去 防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去

カ゛ラス取り替え（建具表参照）

天井：ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ　ホ゛ート゛のみ撤去

防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去 防水モルタル金コテｔ＝３０から栗石ｔ＝１００まで全て撤去

竪樋：白カ゛ス管１１４φ撤去

水切り：モルタルコテ押え　目荒し
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／５０（改修後）女子便所・新設通路　展開図

６
０

１
，
８
２
０

２
０

１
，
９
０
０

ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ

壁：Ｍハ゛ー１９形下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

天井：ＬＧＳ下地

２

２，３００

Ａ面 （新設通路）

２

２，３００

２
，
０
０
０

２
，
７
８
７

Ａ面 （女子便所）

▽ホールＦＬ

△新設通路ＦＬ
（女子便所ＦＬ）

６，０００２，５００

Ｂ Ａ

１９０２，３００２，３００２００

Ｂ面 （女子便所）Ｂ面（新設通路）

２
，
７
８
７

９
７
５

２
５

４
１

▽ホールＦＬ

（女子便所ＦＬ）
△新設通路ＦＬ

２
，
０
０
０

壁：Ｍハ゛ー１９形下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

鏡４５０ｘ６００

壁：ＬＧＳＷ１００下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ
壁：ＬＧＳＷ６５下地

トイレフ゛ース

洗面器
（設備工事）

洗面器
（設備工事）

洋風便器、手摺、紙巻器
（設備工事）

４
０

１
，
７
０
０

６，０００

Ａ Ｂ

Ｄ面

▽ホールＦＬ

２，５００

１
，
１
７
７

４
１

△新設通路ＦＬ

（女子便所） Ｄ面 （新設通路）

２，３００ ２００

２

２，３００

Ｃ面 （新設通路）

▽ホールＦＬ

△新設通路ＦＬ
（女子便所ＦＬ）

２，３００

２

Ｃ面 （女子便所）

２
，
０
０
０

２
５

２
５

三方枠：アルミ

（梁勾配に合す）

ソフト巾木ｈ＝１００

２
，
７
８
７

洋風便器、手摺、紙巻器
（設備工事）

ＡＥＰ塗り替え
壁：モルタル金コテ

※床改修範囲については、平面詳細図及び断面詳細図参照のこと。

カ゛ラス取り替え（建具表参照）

１
，
０
４
７

２
，
７
８
７

（女子便所ＦＬ）

三方枠：アルミ

２
，
０
０
０

４
１

３
，
３
７
１
～
３
，
４
０
１

１
，
３
７
１
～
１
，
４
０
１

１
６
０
６
２
７

３
，
３
７
１
～
３
，
４
０
１

３
，
３
７
１

３
，
４
０
１

３
０

３
，
３
７
１

３
，
４
０
１

３
０

梁型：下地処理後、複層塗材Ｅ

梁型：下地処理後、複層塗材Ｅ

壁：下地処理後、複層塗材Ｅ
（柱型共）

天井：下地処理後、外装薄塗材Ｅ

Ａ－２１

２
，
０
０
０

１
，
２
０
０

５
２
５
～
７
５
０

１
，
０
７
１

１
，
１
０
０

１
，
２
０
０

１
，
１
０
０

アルミ
パネル

７
１
２

６
０
９

巾木

床

柱型

※新設柱ＢＰＬ接地面は、モルタルにて平滑処理を行うこと。

モルタルｔ＝５７．５下地、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５

（新設部）ソフト巾木ｈ＝１００

梁型

天井

廻縁

※図中に特記なき限り下記とする。改修後　新設通路　仕上表

なし

壁
（既設部）合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系吹付タイル　下地処理後、複層塗材Ｅ

合板型枠打放しの上、アクリル系リシン吹付　下地処理後、外装薄塗材Ｅ　一部ＬＧＳ下地、ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ　　天井

廻縁

巾木

壁

腰壁

（既設部）モルタル金コテ　ＡＥＰ塗り替え

改修後　女子便所　仕上表 ※図中に特記なき限り下記とする。

（既設部）モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

（既設部）モルタル下地、半磁器質１００角タイル　現状のまま

塩ヒ゛新設

（新設部）Ｍハ゛ー１９形下地、耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

面台：ＳＵＳｔ＝１．５ＨＬ 三方枠：アルミ

ケイカル板ｔ＝６　新設　ＡＥＰ（ＬＧＳ下地は現状のまま）、既設天井点検口４５０角アルミ枠　新設

（新設部）ソフト巾木ｈ＝１００

（新設部）ＬＧＳＷ６５下地、耐水ＰＢｔ＝１２．５　新設　ＡＥＰ

ＰＢｔ＝１２．５＋耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

壁：ＬＧＳＷ１００下地

額縁：スプルス
ｔ＝２５　ＯＰ

天井：下地処理後、外装薄塗材Ｅ

１
，
０
７
１
～
１
，
１
０
１

壁：下地処理後、複層塗材Ｅ
（柱型共）

壁：モルタル金コテ　ＡＥＰ塗り替え壁：ＬＧＳＷ１００下地
ＰＢｔ＝１２．５＋耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

梁型：下地処理後、複層塗材Ｅ

壁：Ｍハ゛ー１９形下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

４
１

ソフト巾木
ｈ＝１００

ソフト巾木
ｈ＝１００

１
６
０
６
２
７

壁：モルタル金コテ

ＡＥＰ塗り替え

額縁：スプルス
ｔ＝２５　ＯＰ

（改修後）新設通路・女子便所　展開図　Ｓ＝１／５０

天井：下地処理後、外装薄塗材Ｅ

額縁：スプルス
ｔ＝２５　ＯＰ

天井：下地処理後、外装薄塗材Ｅ

ソフト巾木ｈ＝１００
ソフト巾木ｈ＝１００

面台：ＳＵＳｔ＝１．５ＨＬ

（梁勾配に合す）
ケイカル板ｔ＝６　ＡＥＰ

天井：ＬＧＳ下地

三方枠：アルミ

壁：ＬＧＳＷ６５下地
耐水ＰＢｔ＝１２．５　ＡＥＰ

トイレフ゛ース

床
砕石ｔ＝１５０、ポリエチレンフィルムｔ＝０．１５敷

土間コンクリートｔ＝１５０（鉄筋：Ｄ１０－＠２００タテヨコ）、モルタルｔ＝３０下地　、長尺塩ヒ゛シートｔ＝２．５　新設
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△

正門

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１，７００ ４，５００ ７，１００ ９００ ２，５００３，０００

８，０００ ５，５００ ６，５００ ２，５００ ６，５００ ８，０００８，０００

１，８００

６
，

０
０

０
９

０
０

２
，

５
０

０
１

，
０

０
０

３
，

５
０
０

１
，

５
０

０

２，４５０３，０００ １，２５０１，２５０３，５００ １，５００ ３，０００ ５，５００ ２，５００

６，５００ ８，０００２，５００６，５００５，５００８，０００８，０００

９００４５，０００９００

１
，

９
５

０
２

，
５

５
０

４
，

５
０
０

２
，

５
０

０
３

，
０

０
０

３
，

０
０

０

６
，

０
０

０
７

，
０

０
０

４
，

５
０
０

９
０

０
１

７
，
５

０
０

１
，

０
０
０

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

新設
通路

男子便所

女子便所

１

ＴＢ

２

建　具　平　面　図

１

ＡＤ

１

ＬＳＤ

１

ＡＷ

ＡＷ

２

Ａ－２２

旧遊戯室旧保育室２

便所
多目的

物入物入

旧保育室１通路

機械室

食品庫

搬入口

給食室 通路 便所

休憩室

押入

テラス

ポ－チ

玄関

会議室

ホ－ル

事務室

テラス

旧乳児室

湯沸室

旧沐浴室

フ
゜
ロ
ハ
゜
ン
庫

3,200

2,300

2,
30

0

2,300

建具平面図　　　　Ｓ＝１／１００
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／５０建　具　表

新　設

建　　具　　表　　　Ｓ＝１／５０

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

硝　子

備　考

金　物

見　込

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

硝　子

備　考

金　物

見　込

記　号　．　数　量

姿　図

建　具

硝　子

備　考

金　物

見　込

ＴＢ－１

トイレブース

４０

１ＡＤ－１

新　設

新設通路

７０ ７０

新　設

新設通路

１，７７０

２
，
０
０
０

▽ＦＬ

ＡＷ－１

▽ＦＬ

９００ １１０

１，０１０

２
，
０
０
０

１
６
０

（有効開口） （引き残し）

新　設

ＴＢ－２ １１

Ａ面→

Ｂ面
↑

４０

トイレブース

女子便所

６
０

１
，
８
２
０

２
０

１
，
９
０
０

１４０６００ ９４０ ６００ ８４０ １，０４０

（サポートタイプ）（サポートタイプ）

男子便所

ポリ合板フラッシュポリ合板フラッシュ

Ａ面 Ｂ面

↑
Ａ面

←Ｂ面

５
０

１
，
７
５
０

２
０

１
，
８
２
０

７００ ６００

Ａ面 Ｂ面

１，０００

アルミ引き違いドア

クレセント、アングルピース、フラットレール仕様、付属金物一式

アルミ引き違い窓

クレセント、アングルピース、付属金物一式

自閉式片引きハンガードア

枠：スチール　扉：化粧鋼鈑

４０

型板ガラス　厚４　　アルミガラリ

自閉機能（傾斜式）、シリンダー錠（サムターン）、引き棒、戸先ゴム、沓摺

給食室現　況

１
，
７
０
０

１，６００ ７０ ８７０ ７０ １，６００

透明ガラス　厚３撤去

１，６００７０８７０７０１，６００

１
，
７
０
０

改　修　後 女子便所／給食室

透明ガラス　厚３　撤去

型板ガラス　厚４　取替

型板ガラス　厚４　取替　アルミパネル　厚３　取替

アルミ桟

ラバートリーヒンジ，表示錠付ラッチ錠，ラバートリーストライク、戸当り兼用帽子掛け、ＳＵＳあたま繋ぎ、付属金物一式 ラバートリーヒンジ，表示錠付ラッチ錠，ラバートリーストライク、戸当り兼用帽子掛け、ＳＵＳあたま繋ぎ、付属金物一式

トーメイ　厚５ トーメイ　厚５

※点線部分は、既設

１

１ＡＷ－２

Ａ－２３

１，７７０

１
，
２
０
０

１
，
１
０
０

アルミパネル　厚３　取替

４
０
０

４００



ルーフト゛レイン１００φ（ト゛レンキャッフ゜のみ撤去）
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事
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６，５００ ８，０００２，５００６，５００５，５００８，０００８，０００９００ ９００

２
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５
０

０
９
０
０

ＲＤ

ＲＤ

ＲＤ

ＲＤＲＤ

ＲＤＲＤ

ＲＤ

ＲＤ

ＲＤ ＲＤ

溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去（均しモルタルｔ＝２０残し）

溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去（均しモルタルｔ＝２０残し）

ルーフト゛レイン１００φ（ト゛レンキャッフ゜のみ撤去）

笠木：防水モルタルコテ押え撤去

アスファルトルーフコーキンク゛撤去

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま

笠木：防水モルタルコテ押え現状のまま

アルミ金物撤去

架台立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し）

笠木：防水モルタルコテ押え現状のまま

架台立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し） （ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

架台Ａ

架台Ｂ

笠木：防水モルタルコテ押え撤去

アスファルトルーフコーキンク゛撤去

→架台Ｃ：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

架台Ｃ（コンクリート製）

５００＊１０００＊１００
ｈ

屋　根　伏　図（防水改修）

※屋根（防水改修）詳しくは　防水改修図参照の事。
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→　モルタル補修の上　改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

→　アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０　シール共）

→　笠木：ウレタン塗膜防水

→　架台立上り部：改質アスファルト防水

アルミ金物撤去 →　アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

笠木：防水モルタルコテ押え撤去

アスファルトルーフコーキンク゛撤去

アコ゛下モルタル充填補修

→　改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

→　モルタル補修の上　改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

→　アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０　シール共）

→　改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

アコ゛下モルタル充填補修

→　ＲＤ：改修用ト゛レン新設（ト゛レンキャッフ゜共）

→　屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

→　笠木：ウレタン塗膜防水

→　アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

→　架台立上り部：改質アスファルト防水
（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

下地ケレン、清掃

→　屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

下地ケレン、清掃

→　モルタル補修の上　改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

→　アルミアンク゛ル取付（Ｌ－１００ｘ４０　シール共）

→　ＲＤ：改修用ト゛レン新設（ト゛レンキャッフ゜共）

屋　根　伏　図　　　　Ｓ＝１／１００

Ａ－２４
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま
均しモルタルｔ＝２０

（均しモルタルｔ＝２０残し）
架台立上り部：アスファルト露出防水撤去

アルミ金物撤去

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま
均しモルタルｔ＝２０

アルミ金物撤去

架台立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し）

３
０

２０

外壁・柱型：合板型枠コンクリート打放しの上

アクリル系吹付タイル

ルーフト゛レイン１００φ（ト゛レンキャッフ゜のみ撤去）

溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去（均しモルタルｔ＝２０残し）

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま
均しモルタルｔ＝２０

▽水上

▽水下

２０

アクリル系吹付タイル
梁型：合板型枠コンクリート打放しの上

ルーフト゛レイン１００φ（ト゛レンキャッフ゜のみ撤去）

２０

▽水下

２０

溝部・立上り部・笠木：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

アコ゛下モルタル充填補修

ＲＤ：改修用ト゛レン新設（ト゛レンキャッフ゜共）

軒天：高圧水洗い、下地処理後
外装薄塗材Ｅ

２０

外壁・柱型：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系吹付タイル

軒天：高圧水洗い、下地処理後
外装薄塗材Ｅ

外壁・柱型：高圧水洗い、下地処理後

複層塗材Ｅ

梁型：高圧水洗い、下地処理後
複層塗材Ｅ

ＲＤ：改修用ト゛レン新設（ト゛レンキャッフ゜共）

外壁・柱型：高圧水洗い、下地処理後

複層塗材Ｅ

※５００

※５００ ※
３
０
０

▽水下

▽水下

▽水下

笠木：ウレタン塗膜防水

アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

架台立上り部：改質アスファルト防水
（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

▽水下

架台立上り部：改質アスファルト防水

屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）
下地ケレン、清掃

アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

Ｓ＝１／２０

アンカーホ゛ルト１３φ　Ｌ＝６００
見え掛り部分　ＯＰ

（現況・改修後）防　水　詳　細　図　 Ａ－２５

※印寸法は、平場及び立上り部の改質アスファルト防水、重ねしろ寸法

※印寸法は、平場及び立上り部の改質アスファルト防水、重ねしろ寸法

※印寸法は、平場及び立上り部の改質アスファルト防水、重ねしろ寸法

アルミ金物撤去

架台立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し）

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま
均しモルタルｔ＝２０

笠木：ウレタン塗膜防水

アルミアンク゛ル取付（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

架台立上り部：改質アスファルト防水

（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

笠木：防水モルタルコテ押え現状のまま

アルミ金物撤去

▽水上
アコ゛下モルタル充填補修

屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

ＲＦ－１６Ｈ
ルーフファンルーフファン

ＲＦ－１６Ｈ
ルーフファン
ＲＦ－１６Ｈ

下地ケレン、清掃

ハ゜ラヘ゜ット：高圧水洗い、下地処理後
複層塗材Ｅ

アルミアンク゛ル取付
（Ｌ－１００ｘ４０　シール共）

溝部・立上り部・笠木：改質アスファルト防水
（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

アルミアンク゛ル取付
（Ｌ－１００ｘ４０　シール共）

屋根（平場）：改質アスファルト防水

下地ケレン、清掃
（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

笠木：ウレタン塗膜防水

アルミアンク゛ル取付
（Ｌ－３５ｘ１１　シール共）

架台立上り部：改質アスファルト防水
（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

屋根（平場）：改質アスファルト防水
（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）

下地ケレン、清掃
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笠木：防水モルタルコテ押え撤去

撤去

軒天：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系リシン吹付

溝部・立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し）
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アスファルトルーフコーキンク゛撤去

笠木：防水モルタルコテ押え撤去

軒天：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系リシン吹付

ハ゜ラヘ゜ット：合板型枠コンクリート打放しの上
アクリル系吹付タイル
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架台立上り部：アスファルト露出防水撤去
（均しモルタルｔ＝２０残し）

屋根（平場）：アスファルト露出防水現状のまま
均しモルタルｔ＝２０

屋根（平場）：改質アスファルト防水（ＲＭ１－Ｓ１０９Ｂ同等）
下地ケレン、清掃

（現況）屋根詳細図　Ｓ＝１／２０ （改修後）屋根詳細図　Ｓ＝１／２０

１ ２

（現況）ルーフファン台詳細図　Ｓ＝１／２０

笠木：防水モルタルコテ押え現状のまま 笠木：防水モルタルコテ押え現状のまま

（改修後）ルーフファン台詳細図　Ｓ＝１／２０

ルーフファン
ＲＦ－１６Ｈ

（現況）テレビアンテナ台詳細図　Ｓ＝１／２０

Ｃ

（改修後）テレビアンテナ台詳細図　Ｓ＝１／２０

Ｃ



 ･ ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ式配電盤    ･ 高圧閉鎖配電盤

工 事 名 称

Ⅰ.工事概要

1.工事場所

2.建物概要

構造及び階数  備  考

･ 無 ･ 有

1.特記仕様書の取り扱いについて

1) 項目番号に○印の付いたものを適用する｡

2) 特記事項の印の適用は下記による｡

項目   項     目

1 適用範囲

2 法   規

       設     備     概     要

       工     事     種     別 建物別及び屋外

 工 事 種 目

･ 受変電設備

･ 自家発設備

･ 高圧引込設備

･ 動力設備

･ ﾅｰｽｺｰﾙ設備

･ ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備

･ ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備

･ 呼出表示設備

･ 火災報知設備

･ 避雷設備

･ 構内配電線路

･ 構内通信線路

3 疑   義

4 優先順位

4.指定部分

敷 地 面 積 消 施 令 の 適 用延 床 面 積

7 発生材の処理

･ 電話設備

･ 情報・ＬＡＮ設備

5 設計変更

6 軽微なる変更

対象部分:

3.工事種目(○印の付いたものが対象)

 種類    ･ 軽油    ･ 灯油   ･ A重油  

章

･ 拡声設備

･ 電話機器設備

･ 警備保障用配管設備

･ 電灯設備

･ 中央監視制御設備

Ⅱ.特記仕様書

8 施工図

9 立会検査

10 工事写真  

2 電気方式 分岐 ･ 単相3線式 100/200V

   ･ 単相2線式 ( ･100V  ･200V )

   ･ 直流2線式 100V

3 蛍光灯安定器

   ･ 定電力形
   ･ 電圧

･ 低力率

4 HID型 安定器

   ･ 省電力型      ･ 一般型 
   ･ 高力率

5 非常用照明装置

   ･ 低力率 

6 非常用照明器具

幹線 ･ 3相3線式 200V
分岐 ･ 3相3線式 200V 

幹線 ･   線式    V
分岐 ･ 単相線式 200V 

高圧   ･ 3相3線式   6kV  ･ 50HZ  ･ 60HZ
低圧   ･ 3相3線式  200V 
低圧   ･ 単相3線式  100/200V

動
 
力
 
設
 
備

電
 熱
 設
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 設
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止
形
電
源
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項
 
 

一
  
 
般
 
 
 
共
 
 
 通
 
  
事
  
 
項
  

･ 印の無い場合は､※ 印を適用する｡

･ 印の有る場合は､･ 印を適用し､※ 印を適用しない｡

2｡ 一 般 共 通 事 項

屋内

 建 物 名 称

:40W以上 ( ･200V ･100V )

:40W以上 ( ･200V ･100V )

･ 一般形 ･ 定始動電流形 
( ･200V ･100V )

･ 高力率 

屋外

･ CVCF設備

･ 太陽光発電設備

章

防
 
災
 
設
 
備

放
 送
 設
 
備

情
 報
 設
 
備

テ
レ
ビ
共
聴
設
備

Ｉ
Ｔ
Ｖ
設
備

イ
ン
ター

ホ
ン
設
備

雷
 
保
 
護
 
設
 
備

駐
 
車
 
場
 
管
 
制
 
設
 
備

集
 
中
 
検
 
針
 
設
 
備

11 竣工図

7 ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ 
    ｱｳﾄﾚｯﾄ

8 予 備 配 管

343.51 ㎡市民センター RC造　１階

仕 様 書

（自動火災報知機）

<施設区分> ･ 特定の施設 ･ 一般の施設

<重要機器> ･ 配電盤 ･ 発電装置

･ 直流電源装置 ･ 交流無停電電源装置

･ 交換機 ･ 火災報知設備

･ 中央監視制御装置 ･ 

<上層階の定義>   2 ～ 6 階建ての場合は最上階､7 ～ 9 階建ての場合は上層 2 階､

10 ～ 12 階建ての場合は上層 3 階､13 階建て以上の場合は上層 4 階

局部震度法による建築設備機器(水槽を除く)の設計用水平震度

設 置 場 所
特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

2.0 (2.0)

1.5 (1.5)

1.0 (1.0)

1.5 (2.0)

1.0 (1.5)

0.6 (1.0)

1.5 (2.0)

1.0 (1.5)

0.6 (1.0)

1.0 (1.5)

0.6 (1.0)

0.4 (0.6)

上層階･屋上及び塔屋

中間階

1階及び地下階

注)( )内数値は､防震支持の機器の場合に適用する｡

局部震度法による水槽類の設計用水平震度

設 置 場 所
特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.0

1.0

1.0

0.6

0.6

重要機器 重要機器一般機器 一般機器

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

(1)設計用水平地震力は機器重量に､次に示す設計用水平震度を乗じたものとする｡

(2)設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の 1/2 とし､水平地震力と同時に働くものとする｡

1階及び地下階

中間階

上層階･屋上及び塔屋

設備機器の固定は､次に示す事項を除きすべて｢建築設備耐震設計･施工指針(日本建築ｾﾝﾀｰ)

2005 年版｣による｡

 請負者は監理者の指示に従い工事提出書類を提出しなければならない｡16 提出書類

14 臨機の処理

19 保温,結露防止

23 呼び線 

20 合成樹脂製 
   可とう管

 ･ 接地極埋設   ･ 建築構造利用 

 ･ 受雷部  ･ 引き下げ導線  ･ 接地極埋設

 壁掛形(電源装置   ･内蔵  ･別置 )

 ･ 簡易形    ･ ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ式   ･ ｵ-ﾌﾟﾝ形

1 工事範囲  ･配管  ･配線  ･制御盤類

2 電気方式

3 警報盤

7 自動力率制御装置

2 形式

3 発電機

5 燃料

1 工事範囲

2 受雷部

4 接地極

 図示以外は金属管接地とする｡

  ･ 無効電力検出方式      ･ 力率検出方式

 ･ 屋外形        ･  屋内形

 ･               ･           ･  

 ･ 機器類     ･ 

 ･ 電気方式    3相3線式  60HZ 電圧  220V  定格出力  25kVA

項    目 特     記     事     項

 長さ1m以上の入線しない管路には､1.2mm以上のﾋﾞﾆﾙ被覆鉄線を挿入する｡

3 配電盤

1 直流電源装置  ･ 非常用照明器具電源  受変電設備制御電源共用   ･ 受変電設備専用

3 

本工事は､電気設備基準､消防法､条例､指導等関連官公庁規定に従う｡

設計変更叉は追加工事の生じた場合は､速やかに監理者の指示従い､増減額見積書を提出する｡ 

15 既存部分との取合

17 分離発注の場合

18 耐震施工

22 ｲﾝｻ-ﾄ  鋼製とする｡なお､床版で保温板打ち込み部分は､断熱材用ｲﾝｻ-ﾄ(亜鉛ﾒｯｷ製品)を使用する｡

24 ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚ-ﾄ ･ 新金属   ･ ｽﾃﾝﾚｽ   ･  樹脂製

25 ﾌﾛｱﾌﾟﾚ-ﾄ  水平調整付きﾌﾟﾚ-ﾄ(空転防止ﾘﾝｸﾞ付き)

26 はつり

27 取り外し機器

28 接地抵抗  各接地の抵抗値は電気設備基準第18条に従い施工する｡    

21 電線本数､管路等

29 塗装工事  下記部位に使用する､外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す｡    

   ･ 屋外     ･ 居室

 国土交通省住宅局建築指導課監修の｢防災設備に関する指針｣(最新版)による｡    

 ･ 電池内蔵形    ･ 電池別置形    

4 電磁開閉器用押釦
   (遠方操作用)

 埋込連用形配線器具

5 機器への接続  電動機などへの接地は本工事とする｡

6 電動機等の接地

1 工事範囲

2 電気方式

 ･配管  ･配線  ･機器類

3 施工場所･面積  ･         約     

 ･         約     

1 工事範囲

2 電気方式

 ･配管  ･配線  ･機器類

4 主遮断装置  ･               ･           ･ 高圧交流遮断器(CB) 

 ･ 限流ﾋﾕ-ｽﾞ及び高圧負荷開閉器(PF-S)

       定格遮断電流 40 KA

5 設備容量  ･ 変圧器総容量 　200kVA     

6 進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ-  ･ 高圧        ･ 低圧

2 交流無停電電源装置  ･ 用途 (                      )     

 ･ 容量      KVA     

1 工事範囲

4 原動機  ･ ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙ    ･ ｶﾞｽﾀ-ﾋﾞﾝ    

 ･ 定格出力     PS以上   始動方式 ･ 電気式  ･ 空気式

3 避雷導線

 ･ 突針   ･ むね上導体   ･ 金属製手すり(別途)など

 ･ 引下げ導線   ･ 建築構造体利用   

4 

1 工事範囲

1 工事範囲  ･配管  ･配線  ･機器類

30 地中配管の 

    埋設深さ等

 地中配管で､特記なき埋設深さは0.6m以上とする｡    

1 工事範囲  ･配管 ･配線 ･機器類 ･盤類

1 工事範囲

項    目 特     記     事     項

1 工事範囲

2

5

3 

4 

2

5

 ･配管  ･配線  ･機器類

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

2

3 

4 

5

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

2

3

2

 ･配管  ･配線  ･機器類

2

3

4

5

6

 ･配管  ･配線  ･機器類

 ･ 業務用 ･ 非常用 ･ 業務非常兼用

 ･ ﾗｯｸ型 ･ 壁掛型 ・卓上型  

2

3

3

2

1

4

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

1 工事範囲  ･配管  ･配線  ･機器類

2

3

3

2

 本特記仕様書は各共通仕様書､各標準仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記するものであり

 各工事において､他工事との設関連事項は､各該当工事の記載事項を参照とする｡

 図面及び特記仕様書に記載されない事項は､日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」

 (最新版)による｡

 外部に面する壁､天井で建築工事でｽﾀｲﾛﾎ-ﾑ等打ち込み箇所に取付ける

 位置ﾎﾞｯｸｽなどは保温､結露防止処置を行う｡

 合成樹脂製可とう電線管(PF管)及び付属品は､ﾀｲﾌ゜-25 のものを使用する｡なお､PF

管は波付管の一重管とする｡

 電力用位置ﾎﾞｯｸｽ類は､原則として合成樹脂製とするがｺﾝｸﾘｰﾄ打込み部分は､金属

製としてもよい｡ただし､金属製とする場合は当該ﾎﾞｯｸｽには接地を施すものとする｡

 分電盤､制御盤､端子盤などの2次側以降の配線経路､電線太さ､電線本数､管径などは

 監督員の承諾を受けて､変更してもさしつかえない｡

 既存のｺﾝｸﾘｰﾄ床､壁などの配管貫通部の穴明けは､図面に特記なき場合は原則として

 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる｡

 工事着工前に､取り外し機器が接続されている分岐回路の絶縁抵抗を測定する｡

 取り外し再使用機器は､清掃及び絶縁抵抗測定の上､取付る｡

 分離発注の場合の電気工事請負者は他の業者に対して協力を惜しまず､工程上の段取り､打合を行い

 現場内の全てに統制を計ることに努めるる｡

 既存部分と今回工事との取り合い部分､その他ではつり及び工事の都合により破損､損傷させた箇所

 今回仕上げ及び旧工事仕上げと同材にて補修しなければならない｡

 災害叉は公害が発生した場合は､速やかに適切な処置をとり､直ちにその経過を監理者及び施主に

 報告をする｡

本工事の設計図に関する疑義は､工事契約前に質疑 応答書をもつて確認するものとする｡

設計図に記載なくも､外観上､構造上､機能上､当然必要と思われるもは､監理者の 

指示に従い､請負金額の範囲において､施工するものとする｡｡

本工事の設計図書の優先順位は下記とする｡

(1)質疑 応答書  (2)現場説明書  (3)特記仕様書  (4)設計図

(5)日本建築家協会編｢電気設備共通仕様書｣

現場の納まり取り合い等の関係で､材料の寸法位置､取付寸法､取付員数の増減は､ 

軽微なる変更とし監理者の指示に従う｡

(1)引渡を要するもの  ･ 無し   ･ 有り(･金属類  ･     ･    )

(2)特別管理産業廃棄物 ･ 無し   ･ 有り(･PCB使用機器  ･      )

(3)再生資源化を図る物 ･ 無し   ･ 有り(･     ･     ･    )

(4)上記(1)～(3)以外の発生材の処分地(          )

(5)照明器具安定器にPCBが使用されている場合は､安定器を本体より分離し金属箱に収納

   して建物管理者に引き渡す｡

施工上､必要な図面は､全て施工者において遅滞なく作成し監理者の承諾を受ける｡ 

承諾を受けずに施工した場合は､やり直しを命ずることがある｡

基礎及び各階配筋完了時､工事中間検査､完了後に検査困難な箇所を施工する場合､

製品検査､主要機器が設置される場合､工事完了検査(総合運 転試験)､監理者が特に 

指示した場合監理者の検査を受け承諾を得なければならない｡

工事写真は監理者の指示に従い､各工事の要点を撮影し､内容説明の上ﾌｱｲﾙにて

提出する｡ 

竣工写真は監理者の指示する位置より､ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ版､ｶﾗ-(外部､内部)で撮影し､

ｱﾙﾊﾞﾑに編集し提出する｡

12 官公署への手続  本工事に必要な一切の申請手続は請負者が遅滞なくおこなう｡

竣工図は監理者の指示に従い､製本､縮小製本､第二原図を請負者において作成する｡ 

13 災害及び公害

     の防止

 ･ 飛び出し形    ･ 外部固定形    

 ･ 銅合金製     ･ ｱﾙﾐ製    

 埋込形分電盤からの立ち上がり予備配管は､予備の配線用遮断器4個以下の場合    

 (25)を一本､5個以上の場合(25)を二本､天井までたちあげる｡    

 工事の施工に伴う災害及び公害の防止は､建築基準法､労働安全衛生法､騒音規制法､

 振動規制法､大気汚染防止法､建築工事公衆災害防止対策要綱､建築副産物適正処理推進要綱､

 その他関係法令に従い処理すること｡

ﾒ ｰ ｶ ｰ ﾘ ｽ ﾄ (下記ﾒｰｶｰ又は同等品以上とする｡)

合 成 樹 脂 管

電線管･付属品

分岐ｹｰﾌﾞﾙ

電線･ｹｰﾌﾞﾙ

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ･ﾚｰｽｳｪｲ

盤     類

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ﾃﾚﾋﾞ共聴機器

照 明 器 具

配 線 器 具

開 閉 器 類

変  圧  器

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

放     送

発  電  機

防     災

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

I T V 機 器

避  雷  針

ﾈｸﾞﾛｽ電工

三菱電機

DXｱﾝﾃﾅ

ﾀﾞｲﾍﾝ

ﾆﾁｺﾝ

TOA

ﾎｰﾁｷ

ﾔﾝﾏｰ

古河電気工業

積水化学工業

ｱｲﾎﾝ

TOA

住友電気工業

内外電機

大光電機

ﾆｯﾀﾝ

三菱重工

矢崎総業

丸一鋼管

東芝ﾗｲﾃｯｸ

日本ﾋﾞｸﾀｰ

日本ﾋﾞｸﾀｰ

八木ｱﾝﾃﾅ

未来工業

日立電線

未来工業

河村電器産業

日本車両製造

ﾈｸﾞﾛｽ電工

神保電器

遠藤照明

昭和電線

古河電気工業

ﾌｼﾞｸﾗ

三菱電線工業

河村電器産業

日東工業

三菱電機

三菱電機

東芝ﾗｲﾃｯｸ

ﾏｽﾌﾟﾛ電工

能美防災

日東工業

･ 空配管 ･ 配管配線 ･ ｹｰﾌﾞﾙ配線

･ 光ｹｰﾌﾞﾙ 000回線 ･ ﾒﾀﾙｹｰﾌﾞﾙ 000回線

･ ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ ･ ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

･ FTTH ･ ｲｰｻﾈｯﾄ ･ VDSL

･ 架空 ･ 地中 ･ 構内地中

･ 架空 ･ 地中 ･ 構内地中

･ NTT西日本 ･ ｺﾐｭﾌｧ光 ･ その他

引込及び加入費･光ｹｰﾌﾞﾙ等は､別途工事とする｡

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ対応ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ方式とする｡

機     器 ･ 本工事( ･ｶﾗｰ ･ 白黒 ) ･ 別途

伝 送 方 式 ･ ｱﾅﾛｸﾞ ･ ﾈｯﾄﾜｰｸ

用     途

自 火 報 設 備

ｶﾞｽ漏れ警報器

防 排 煙 設 備

そ  の  他

ｱ ﾝ ﾌﾟ 形 式

非 常 警 報

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

河村電器産業日東工業

NIPｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ大阪避雷針 名古屋避雷針

･ ｲﾝﾀｰﾎﾝ ･ ﾅｰｽｺｰﾙ ･ ﾄｲﾚ呼出し装置

局  線  数

配 線 方 式

電 話 受 口

引 込 方 法

方     式

回 線 事 業 者

引 込 方 法

そ  の  他

ｱ ﾝ ﾃ ﾅ

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ

C A T V

そ  の  他

･ UHF( ･ 地上波ﾃﾞｼﾞﾀﾙ ) ･ BS ･ 110°CS ･ VHF

　材質 ･ ｽﾃﾝﾚｽ ･ ｱﾙﾐ

･ 自立型 ･ 側壁取付型  ･ ｽﾃﾝﾚｽ ･ 溶融亜鉛めっき

　放送会社 ･ 中部ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ ･ ｽﾀｰｷｬｯﾄｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ ･ その他

　加入金 ･ 別途 ･ 本工事

　機器類は全て地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送対応品とする｡

　同軸ｹｰﾌﾞﾙは低損失ﾀｲﾌﾟを使用する｡

用 途 ･ 種 別

総務省令40号  ･ 対応( ･ 住戸用 ･ 共住用 ) ･ 非対応

受信機  ･ P型  ･ GP型 ･ R型 ･ GR型  

閉鎖装置の種類  ･ 扉 ･ ｼｬｯﾀｰ ･ ﾀﾞﾝﾊﾟｰ ･ 垂れ壁 ･ 排煙口

連動制御盤  ･ 自火報受信機複合盤 ･ 専用

･ 非常ﾍﾞﾙ ･ 放送設備

･ 本工事( ･ 都市ｶﾞｽ用 ･ LPG用 ) ･ ﾍﾞｰｽのみ ･ 別途

総務省令40号適用にかかる届出･手続き等は施工者にて遅滞無く行う｡

･ JIS A 4201(2003) ･ JIS A 4201(1992)

･ 突針( ･ 側壁取付型 ･ 自立型  ) ･ 水平導体

･ 構造体利用 ･ 避雷導線

避雷導体から1.5m以内の金属体は接地する｡

適 用 J I S

受  雷  部

引 下 げ 導 線

そ  の  他

･ 赤外線式 ･ ﾙｰﾌﾟｺｲﾙ式 ･ 超音波式

･ 本工事 ･ 別途

検 出 装 置

機     器

･ ｶﾞｽﾒｰﾀ ･ 水道ﾒｰﾀ

･ 本工事 ･ 別途

用     途

機     器

富士電線工業 行田電線

外山電気

内外電機

日立産機

指月電機

博要地区市民センター大規模改修工事

三重県伊賀市種生
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博要地区市民センター大規模改修工事

電気設備仕様書



Ｂ

Ｃ

Ａ
ｉＤシリーズ直付型４０形

　　　　　　　　Ｄスタイル　Ｗ１５０

ｉＤシリーズ直付２０形

　　　　　　　Ｄスタイル　Ｗ１５０

ＬＥＤ美光色ミラーライト　Ｗ６２０

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

消費電力３２．５W、定格出力型 、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

パナソニック　直付ＸＬＸ２３０ＡＥＮＬＥ９パナソニック　直付ＸＬＸ４５０ＡＥＮＺＬＥ９

標準タイプ、３５００Ｋ、Ｒａ９５、美光色タイプ

器具光束１３１５ｌｍ、消費電力１９．２Ｗ、電圧１００Ｖ

カバー：プラスチック（乳白）

サイドカバー：プラスチック（ホワイトつや消し）

壁面（横向け）取付専用

幅５７２・高８７・出しろ１１０

パナソニック　ＮＮＮ１３２０７ＬＥ１

備考（回路名称）

盤　結　線　図盤　名　称
回路

番号

電圧

(V) ＡＴＡＦＰ種 類 電　灯 コンセント そ の 他

負荷容量（ＶＡ）開　閉　器

MCCB

2  50

 20

2  50  20

 20 502MCCB

 20 502

100  75

100

100

100

100

100

100

100

100

 20 50

MCCB

MCCB

100

電灯盤
１Ｌ－１

200

200

3

100

100

1

 50  20

 50  20

100/

200

Ｅ

Ａ

Ｂ

MCCB

MCCB 2 2

22  50  20

 50

MCCB

MCCB

MCCB

１

２

３

７

８

９

10

MCCB 2  50  20

 20 502MCCB

MCCB 2  50  20

 20 502MCCB

MCCB 2

2  50

 50  20

 20

MCCB

MCCB

2

2  50

 50  20

 20

2

2  50

 50  20

 20

15

14

13

12

11

20

19

18

17

16

MCCB  50  20100

1

1

1

1

1

1

1

12

2

2 1

1

2 1

ＡＣ

1φ３Ｗ

200/100V

3

４

100

MCCB 2

1

 50  20

 20

 20 50

 50

1

12

2

100

100

６

５

ELCB

100

100

100

100 1

1

1

1

Ｃ 200

200

2

ELCB

MCCB

MCCB

MCCB

ELCB

1

 20

(既設)

職員室･乳児室･調乳室コンセント

保健室･保育室コンセント

会議室･玄関･ﾎｰﾙ照明

事務室･乳児室･沐浴室照明

給食室他照明

　主　幹

火災報知受信器

水銀灯

機械室コンセント

遊戯室照明

遊戯室ライテングダクト

職員室ﾌﾛｱｰコンセント

ﾎｰﾙ･会議室コンセント

１階 休憩室エアコン

浄化槽電源

乳児室･会議室コンセント

誘導灯

給食室･機械室･食品保管庫･保健室ｺﾝｾﾝﾄ

給食室コンセント

保険室･保育室コンセント

保育室コンセント

保健室･遊戯室照明

トウレ電灯

SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

CHECK

DATE
ＮＯ E-02分電盤図・照明器具姿図

博要地区市民センター大規模改修工事

同等品同等品

同等品



（－１０１）

（－１６９）

新設通路

（－４１）

（－１６９）

女子便所

（－４１）

１
，

０
０
０

７００ ８００

７００ ６００

１，３００

１，０００ ８１５

２
，
３

０
０

２
０
０

３３５ １９５

１６０ ２，１４０

１，７７０

２，３００ １，２００

１
７
５

１
９

０１
６

０

２
，
３

０
０

１
，

７
７
０

１
９

５

２
，

１
４
０

２，３００

Ｃ

△柱芯

Ｂ

ホール

（ＦＬ±０）（ＦＬ－１００）

男子便所

△柱芯

Ｂ

Ｃ

テラス

テラス

▽柱芯

Ａ

２

給食室

（ＦＬ－６４）

（改修後）男子便所　平面詳細図　S＝1/50

（改修後）女子便所･新設通路 平面詳細図　S＝1/50

13

14

15

～

～

～

～

1L-1

Ｂ

～

2.0(19)

2.0(19)

2.0(19)

～

～

2EET

L EM-EEF1.6-2C+1.6-3C 1C:E (MM:B)

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰBox

×

××

× ×

15

～

×

×

× ××

～

P,Box:200 □ x150 (SUS･WP)新設

IV1.6x2 (C19)に

EM-IE1.6x1追加

 ※ 特記事項

 １，現況平面図の×印は撤去工事とする。

 ２，男子便所改修後天井照明器具は既設で変更なし。

 ３，男子便所のミラー灯は手洗い移設為撤去とする。

 ５，旧給食室の斜線部の照明器具は撤去する。

 ６，新設通路施工前にP,Box及び配管配線を撤去する。

 ４，男子便所のミラー灯はRC壁を横ﾊﾂﾘの上配管後ﾓﾙﾀﾙ復旧のこと。

既設１個用スイッチを撤去後２個用スイッチに取替。

2.0(19)

 ※ 凡　例

１，記入なき配線は下記による。

EM-EEF1.6-2C (PF22)

EM-EEF1.6-3C 1C:E (PF22)

EM-EEF1.6-3C+1.6-2C 1C:E (PF22)

隠蔽配線

露出配管配線

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線

２，天井内はコロガシ配線とし、中空壁はPF管にて保護のこと。

既設配線

既設配線

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ａ x2

文字

旧ﾐﾗｰ灯撤去後ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ取付

配線は接続 配管後入線
EM-EEF1.6-2C(PF16)

CB壁を溝ﾊﾂﾘの上

グリストラップ

通路

押入

搬入口

便所

職員便所

ホ－ル

玄関

会議室

ポ－チ

食品庫

機械室

通路

旧沐浴室

湯沸室

旧乳児室

事務室

給食室

休憩室

至　浄化槽へ

改修工事範囲を示す
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2,450

8,000

3,000

45,000

8,000 6,5005,500

3,500

900

1,500 3,000 5,500 2,500

（現況）平面図　１／１００
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３，５００

２
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５
０
０

６
５

０
１

，
２

０
０

６
５

０

７
５

７
５

２
，

５
０
０

１
，
８
０

０
１

，
２

０
０

７
５

６
，

０
０
０

１
，

５
０

０
１

，
５

０
０

７，１００

１，６００５，５００

△

正門

S=1/100･1/50 E-03（現況･改修後）平　面　図　照明設備

博要地区市民センター大規模改修工事



（－１０１）

（－１６９）

新設通路

（－４１）

（－１６９）

女子便所

（－４１）

１
，

０
０
０

７００ ８００

７００ ６００

１，３００

１，０００ ８１５

２
，
３

０
０

２
０

０

３３５ １９５

１６０ ２，１４０

１，７７０

２，３００ １，２００

１
７

５

１
９
０１
６
０

２
，
３

０
０

１
，
７
７

０
１

９
５

２
，

１
４

０

２，３００

Ｃ

△柱芯

Ｂ

ホール

（ＦＬ±０）（ＦＬ－１００）

男子便所

△柱芯

Ｂ

Ｃ

テラス

テラス

▽柱芯

Ａ

２

給食室

（ＦＬ－６４）

（改修後）女子便所･新設通路 平面詳細図　S＝1/50

（改修後）男子便所　平面詳細図　S＝1/50

1L-1

～

2.0(19)

2.0(19)

2.0(19) １
２

３

４
2

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E
2.0(19)

５

2

2

2

2

2

2

2

22

22

2

2

2

2

2.0(19)

2EET

2EET

2EET

2E

2E

４

２

IV2.0x2 (C19)にE:EM-IE1.6x1追加
～

×

×

× ×

×

×
×

×

×
×
× ×

2.0(19)

 ※ 特記事項  ※ 凡　例

×

××

×

×

×

××

 １，現況平面図の×印は撤去工事とする。

 ２，男子便所改修後コンセントは(MM:A)配線とする。

 ３，旧給食室コンセントは、配線撤去後ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ取付のこと。

 ４，旧給食室天井扇を１台と付属配線撤去は撤去とする。

３，天井内はコロガシ配線とし、中空壁はPF管にて保護のこと。

ＲＣ貫通又は防火区画貫通処理

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線

既設配線

隠蔽配線

EM-EEF2.0-3C 1C:E (PF22)

２，コンセント回路は、すべて2.0mm配線とする。

１，記入なき配線は下記による。

グリストラップ

通路通路

ポ－チ

押入

機械室

食品庫

搬入口

便所

職員便所

給食室会議室

玄関

ホ－ル

旧乳児室

事務室

湯沸室

旧沐浴室

休憩室

至　浄化槽へ

改修工事範囲を示す
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（現況）平面図　１／１００
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２
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△

正門

S=1/100･1/50 E-04（現況・改修後）平　面　図　コンセント設備

博要地区市民センター大規模改修工事



Ｐ

Ｂ

Ｐ

Ｂ

Ｓ

Ｂ

x4 x2x3

HP1.2-5P (C19)HP1.2-5P (C19)

HP1.2-2C (C19)

AE1.2-4C (C19)AE1.2-4C (C19)

AE1.2-4C (C19)

AE1.2-4C (C19) AE1.2-4C (C19) AE1.2-4C (C19)AE1.2-4C (C19)

今回増築通路

１ ２ ３

Ｂ

Ｐ Ｂ

Ｐ

０

Ｓ

Ｘ

記 号 名　　称

 受信機

 総合盤

 Ｐ型 発信器

 表示灯

Ｂ  火災警報ベル

 差動式スポット型 感知器

 定温式スポット感知器

 光電式スポット型 感知器

 警戒区域

 警戒区域番号

 火災警報ベル

 定温式スポット感知器

 定温式スポット感知器

 Ｐ型 ２級 ３Ｌ

 Ｐ－２

 Ｐ－２

 150φ

 150φ 防水型  

 ２種

 特種

 １種

 １種 防水型 

 ２種

備　　考

凡　　　例

SCALE No
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DRAWNING

CHECK

DATE
ＮＯ E-05火災報知設備系統図

博要地区市民センター大規模改修工事



（－１０１）

（－１６９）

新設通路

（－４１）

（－１６９）

女子便所

（－４１）

１
，

０
０

０

７００ ８００

７００ ６００

１，３００

１，０００ ８１５

２
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３
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０

２
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０

３３５ １９５

１６０ ２，１４０
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２，３００ １，２００

１
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１
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１
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０
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２
，

１
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０

２，３００

Ｃ

△柱芯

Ｂ

ホール

（ＦＬ±０）（ＦＬ－１００）

男子便所

△柱芯

Ｂ

Ｃ

テラス

テラス

▽柱芯

Ａ

２

給食室

（ＦＬ－６４）

（改修後）男子便所　平面詳細図　S＝1/50

（改修後）女子便所･新設通路 平面詳細図　S＝1/50

Ｐ Ｂ

Ｓ

HP1.2-5P(25)

HP1.2-5P(25)

Ｐ Ｂ

～

～

 ※ 特記事項

 １，新設通路に差動スポット感知器を増設する。

 ※ 凡　例

１，記入なき配線は下記による。

EM-AE1.2-4C (E19)

既設配線

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ配線

３，天井内はコロガシ配線とし、中空壁はPF管にて保護のこと。

EM-AE1.2-4C (PF16)

隠蔽配線

グリストラップ

通路

休憩室

通路

ポ－チ

保育室１

押入

機械室

食品庫

玄関

会議室 給食室

搬入口

便所

ホ－ル

職員便所

至　浄化槽へ

改修工事範囲を示す
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（現況）平面図　１／１００
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△

正門

S=1/100･1/50 E-06（現況・改修後）平　面　図　火災報知設備

博要地区市民センター大規模改修工事

旧沐浴室

旧調乳室 旧乳児室

事務室



S C A L E N o

M E M O T I T L E

D R A W N I N G

C H E C K

D A T E

・機器・配管・支持金物において、異種金属が接する部分には、絶縁処理を行う。

・屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

・土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

・既設コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

・水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用する事ができる。

・建物導入配管（給水・ガス・消火）は十分な可撓性を有する変位吸収配管施工を行う。

・防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用する事。

・機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように「建築設備耐震設計指針」により施工する。

・地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

特　記　事　項

耐　震　基　準

完　成　図　書

変　更

疑　義

申　請　手　続

優　先　順　位

適　用　仕　様　書

一　般　事　項

・日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」最新年度版

・空気調和・衛生工学会規格「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」最新年度版

２．本特記仕様書

４．工事共通仕様書

１．現場説明事項・質疑応答書

工事に伴う関係官官公署、ガス会社への諸手続きは請負者がこれを代行し、必要経費も本工事に含むものとする。

３．設計図書

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点疑義についてはその都度監督員と協議する事。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められるものについては本工事に含むものとする。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報材料検収簿、完成写真、竣工図、

取扱説明書等とりまとめ提出する事。

日本建築センター編「建築設備耐震設計・施工指針」による事。

工事名称

工事場所

建　築　概　要

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書 （・印を付けたものを適用する。） 給　水　設　備

・　給　水　方　式

＜本体＞・　受　水　槽

・　高　架　水　槽 ＜本体＞

・　高　架　水　槽　式　（・　市水　　　　・　　　　　　　）

・　圧　力　方　式　　　（・　圧力タンク　・　回転数制御　）

・　ＦＲＰ製　　　・一体型（・複合板・単板）・パネル型（・複合板・単板）

・　ステンレス製　・一体型　　　　　　　　　・パネル型

・　鋼板製　　　　・一体型　　　　　　　　　・パネル型

・　ＦＲＰ製　　　・一体型（・複合板・単板）・パネル型（・複合板・単板）

・　ステンレス製　・一体型　　　　　　　　　・パネル型

・　配　管　材　料

・　弁　類

・　量　水　器

・　引込加入、市納金等

・　そ　の　他

・　要　（・別途工事　・本工事　）　・　不要

・　貸与品　・　買い取り（私設）

＜その他の部分＞

＜直結部分＞

・　さ　や　管　工　法　　　　（・架橋ポリ管　・　　　　）

・　ＪＩＳ　５　ｋｇｆ／ｃｍ　・　ＪＩＳ　１０　ｋｇｆ／ｃｍ

・　水道業者指定品
２ ２

・　排　水　方　式 ＜屋　内＞　　・　分流方式　　・　合流方式

＜屋　外＞　　・　分流方式　　・　合流方式

＜雨　水＞　　・　分流方式　　・　合流方式

・　放　流　先

・　配　管　材　料

＜雨　水＞　　・　下　水　管　　・　調　整　池　・　側溝又は河川　・　既　設　桝

　　　　　　　　・　排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　耐火被覆ビニール管

＜雑排水管＞　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　・　排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

＜通気管＞　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　耐火被覆ビニール管

＜屋外排水管＞　・　遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管　・２種　・１種）

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　耐火被覆ビニール管

＜屋内汚水管＞　・　メカニカル形排水鋳鉄管

・　桝

・　そ　の　他 ・

・　公団形（Ｂ種）　・　現場打　・　市販桝　・　小口径　・　ビニール桝

衛　生　器　具　設　備

・　大便器洗浄方式

・　水　栓

・　そ　の　他 ・　和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

・　節水コマ（泡沫式は除く）　　・　普通コマ

・　ＦＶ（・節水形　・低圧式）　・　洗浄タンク

給　湯　設　備

・　給　湯　方　式

・　配　管　材　料

・　燃　料

・　そ　の　他

・　局所式　・　ガス給湯器　・　瞬間湯沸器　・　電気温水器

・　中央式　・　ボイラー　　・　温水機　　　・　ガス給湯器　・　電気温水器

・　内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管＜埋設＞

・　耐熱性硬質塩化ビニール管　・　さや管工法（・架橋ポリ管　・　　　　　）

・　耐熱性硬質塩ビライニング鋼管　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

・

排　水　設　備

ガ　ス　設　備

・　ガスの種別

・　配　管　材　料

・　ボ　ン　ベ

・　気　化　装　置

・　ガス漏れ検警報器

・　メ　ー　タ　ー

・　引込納付金等

・　そ　の　他 ・

・　要（・別途工事　・本工事）　・　不要

・　本工事　・　別途工事　・　一般形　・　自動遮断弁付

・　貸与品　・　買取品

・　要（・電気式　・　　　　）　・　不要

　　転倒防止鎖等（・本工事　・別途工事）

・　別途　・　本工事

・　都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

３

消　火　設　備

・　そ　の　他

・　配　管　材　料

・　連結送水管

・　屋外消火栓箱

・　屋内消火栓箱

・　消火設備の種別

・　連結送水管　・　連結散水管　・　移動粉末消火　　・　フード消火　・　消火器

・　ＨＢ－３Ａ　・　ＨＢ－３Ｂ　・　ＨＢ－４Ａ　・　ＨＢ－４Ｂ　・　Ｓ

・　ＨＢ－１Ａ　・　ＨＢ－１Ｂ　・　ＨＢ－２Ａ　・　ＨＢ－２Ｂ

・　ＨＢ－２１　・　ＨＢ－２２

・　ＨＢ－１１Ａ．Ｂ　・　ＨＢ－１２Ａ．Ｂ

・　鋼管（・ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　・ＪＩＳ　Ｇ　３４５４）

・　消火栓用塩ビ外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

・　消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

ろ　過　設　備

・　方　式

浄　化　槽　設　備

・　制　御 ・　全自動　・　手動

・　配　管　材　料

・　耐熱性塩化ビニール管

・　そ　の　他 ・

・　砂　　　・　フィルター

・　方　式、容　量

・　材　質 ・　ＦＲＰ製　・　コンクリート既製管　・　ＲＣ躯体

・　補強スラブ ・　要　　　　・　不要

・　そ　の　他 ・

自動制御

管

ダクト
付属品
ダクト

全熱交換器
換気扇
送風機
加湿器

防振装置

空気調和機

冷凍機

ボイラー

温水機
製缶類

特殊ガス
トラップ
グリス

簡易水洗

浄化槽

消火設備
滅菌器

濾過装置
ガス警報

ガス器具
量水器

鋳鉄製品
桝

水槽
衛生器具
ポンプ
保温材

弁
継手共

自動制御機器
フレキダクト
スパイラルダクト
ステンレス鋼板
亜鉛鉄板
風量ユニットＣＡＶ・ＶＡＶ
吹出口・吸込口
全熱交換器
換気扇類
送風機類
加湿器類
防振材・防振装置
ファンコンベクター
ファンコイルユニット
ガスエンジン空調機
パッケージ型空調機
冷凍機
小型冷温水発生機

小型ボイラー
セクショナルボイラー
鋼製ボイラー
電気温水機
真空式温水機
製缶類・熱交換器
特殊ガス設備

グリス・ガソリントラップ
クリーントイレ
合併・単独浄化槽
合併浄化槽（ＲＣ造）
特殊ガス消火
スプリンクラー・泡消火
消火栓ホース
消火栓類
滅菌器
濾過器
ガス警報システム
厨房器具
ガス給湯器（ＬＰＧ）
ガス給湯器（都市ガス）
ガス配管器具
量水器
鋳鉄製蓋
排水金物
桝類（公団型）
鉄パネル
ＦＲＰ製
衛生陶器・水栓
ポンプ類
ＲＷ・ＧＷ保温材
青銅弁・鋳鉄弁

冷温水発生機（50RT以上）

水マーク表示品　ＷＳＰ規格品　ＪＩＳマーク表示品　他規格品

ＪＩＳマーク表示品
ＪＩＳマーク表示品

積水プラント　日立化成　ブリヂストン　三菱樹脂
積水プラント　ブリヂストン
協和コンクリート　桑名工業　昭和工業　ネオジオ　丸八産業
オオタケ　カネソウ　ダイドレ　中部　南濃　福西　ホクキャスト
（マンホール、弁桝蓋）　評価事業名簿による

伊藤工機　桂精機　藤井合金　冨士工器
ガス供給者の承認する製造者の製品

アイホー　コメットカトウ　サンウェーブ　トーヨー　日本調理機　フジマック

愛知時計　金門製作所　リコー精器

磯村　オーヤラックス　水道機工　日本曹達
立売堀製作所　岸本産業　北浦製作所　村上製作所　横井製作所
日本消防検定協会の合格表示品

評価事業名簿による

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、省令による証票を付したもの

トキメックランディスギア　山武ハネウェル　横河ジョンソンコントロールズ
アライ実業　オーツカ　栗本
大阪ラセン管工業　栗本　泰弘　富士空調工業　フジモリ産業
ＪＩＳ規格品
ＪＩＳ規格品
エアコンスター　クボタ　新晃工業　東プレ
空研工業　新晃工業　トーキン　錦興業
評価事業名簿による

宮田　ニッタン　日本ドライケミカル　能美防災　ホーチキ
川重防災　セコム　日昭・林テクノス　日信防災　ニッタン　能美防災

（ＦＲＰ製）　建設大臣型式認定品

カネソウ　栗本　下田機工　積水プラントシステム

川重防災　セントラルユニ　田中製作所　テイサン
島倉鉄工所　広島鉄工　ベルテクノ　ホーコス　森松工業

昭和鉄工　巴商会　前田鉄工
愛知電機　石川島汎用ボイラー　荏原ボイラー　クボタ　昭和鉄工　巴商会

荏原製作所　川重冷熱工業　クボタ　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　三菱電機

評価事業名簿による
倉敷化工　高砂ゴム　特許機器　ブリヂストン　明治ゴム化成
ウェットマスター　ピーエス工業　山武軽装

評価事業名簿による

評価事業名簿による

自　動　制　御　設　備

・　制　御　方　式 ・　電子　・　電気　・　空気

・・　そ　の　他

・　そ　の　他 ・

排　煙　設　備

・　排煙口の形式 ・　天井取付　（・　スリット形　・　スイング形　）

・　排煙口開放装置 ・　手動　　　　・　手動及び遠隔操作可能なもの

・　復　帰　方　法

・　排煙風量測定

・　遠隔形　　　・　手元形

・　風　道　材　質 ・　亜鉛鉄板　　・　普通鋼板（厚１．６ｍｍ）

　　準ずる。

・　建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に

換　気　設　備

・　低速風道　・　高速風道

・　換　気　方　式 ・　集中換気　・　個別換気

・　硬質塩化ビニール管（ＶＵ）　・　スパイラルダクト

・　吹出口・吸込口の材質 　　ダクト当該項目による。

・　耐　火　被　覆

・　風　道　材　質 ・　亜鉛鉄板　・　塩化ビニールライニング鋼板　・　ステンレス板

・　風　道

・　そ　の　他

・　湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

ダ　ク　ト　設　備

・　グラスウールダクト　・　消音フレキ

・　アルミニウム製　・　鋼板製（指定色焼付塗装）

・　風　道 ・　低速風道　・　高速風道

・　風　道　材　質 ・　亜鉛鉄板　・　塩化ビニールライニング鋼板　・　ステンレス板

・　吹出口・吸込口の材質

・　そ　の　他 ・

２ ２・　弁　類 ・　ＪＩＳ　５　ｋｇｆ／ｃｍ　・　ＪＩＳ　１０　ｋｇｆ／ｃｍ

　　呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議の上バタフライ弁を使用してよい。

・　そ　の　他 ・

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・　硬質塩ビライニング鋼管（・ＶＡ・ＶＢ）

・　冷媒用銅管　　　　　　　・　冷媒用被覆銅管

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　外面塩ビ被覆鋼管（ＶＰ）

・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

・　冷温水管

・　冷水・温水管

・　冷却水管

・　ドレン管

・　油管

・　蒸気管

・　冷媒管・　配　管　材　料

・　配　管　方　式 ・　冷媒配管　・　冷温水配管　・　冷却水配管　・　温水配管

配　管　設　備

・　そ　の　他

・　放　熱　機

・　熱　源　機　器

　　建築設備設計基準による）

　（特記なきは建設省

・　設計空気条件

・　室　内　＜夏期＞　　　　℃　　　　％　＜冬季＞　　　　℃　　　　％　

・　一般系統の湿度は成り行きとする。

・　外　気　＜夏期＞　　　　℃　　　　％　＜冬季＞　　　　℃　　　　％　

・　温水ボイラー　・　氷蓄熱

・　冷温水発生機　・　チラー（・空冷ＨＰ　・空冷　・水冷ＨＰ　・水冷）

・　空冷ＨＰパッケージ　・　ガスＨＰパッケージ　・　ＦＣＵ　・　ＡＨＵ

機　器　設　備

＜汚　水＞　　・　下　水　管　　・　浄　化　槽　・　合併処理槽　　・　汲み取り

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　耐衝撃性塩化ビニル管(HI)

・　

三協　三進　東西化学産業

・　ライニング鋼管＜一般＞（・ＶＡ　・ＶＢ　・ＶＤ　・ＰＡ　・ＰＢ　・ＰＤ）

・　銅管（・Ｍ　・Ｌ）　・　被覆銅管（・Ｍ　・Ｌ） ・　SUS管

・　屋内消火栓　・　屋外消火栓　・　スプリンクラー　・　泡消火　　　・　水道連結型SP

・　水　道　直　結　式

・　排　水　設　備

・　給　湯　設　備

・　ガ　ス　設　備

・　消　火　設　備

・　ろ　過　設　備

・　浄化槽設備

給排水衛生設備

空　調　設　備

・　給　水　設　備

・　機　器　設　備

・　配　管　設　備

・　ダクト設備

・　換　気　設　備

・　排　煙　設　備

・　自動制御設備

・　衛生器具設備

工　事　種　別

屋　外 屋　内（　　　　） 屋　内（　　　　） 屋　内（　　　　） 屋　内（　　　　）

２５Ａ以下

３２～２００Ａ

２５０Ａ以下

３０ｍｍ

４０ｍｍ

５０ｍｍ

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

消火管（但し図示に特記ある場合のみ）

２００Ａ以上

１００～１５０Ａ

８０Ａ以下

４０ｍｍ

冷水管・冷温水管２０ｍｍ

２５ｍｍ

・下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

・保温の厚さ ・共通仕様書による。

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

ＳＵＳ鋼板仕上げ屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

屋内露出

・保温施工種別

・保温施工範囲は共通仕様書による。

・共通仕様書による。

・下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

保　温　工　事

共　通　事　項

ＰＳ保温筒

ＰＳ保温筒

・屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ＳＵＳ）とする。

・監督職員の指示する時期に施設関係者の立会いを行うものとする。

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

＜雑排水＞　　・　下　水　管　　・　合併処理槽　・　浄化槽　・　既　設　桝

樹脂カバー仕上げ

・冷媒配管の屋外露出部はSUS鋼板仕上げとする。

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　硬質塩化ビニール管（ＶＵ）125以上

・　都市ガス　・　ＬＰＧ　・　灯油　・　Ａ重油　・　電気

・　ビニール被覆鋼管＜屋内埋設＞　・　ポリエチレン被覆鋼管＜埋設＞　・　ポリ管

　　ボンベ　　　（・１０ｋｇ　・２０ｋｇ　・５０ｋｇ　・バルク）　本数（　　本）

・　液化石油ガス（発熱量　１２，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）団地ＬＰＧ

・　外気取入ダクトは断熱のこと。

・　単独　　　・　合併　　　算定人員　人槽　処理水量　　　　ｍ３／日

ＪＩＳマーク表示品　（規格以外）　ＬＩＸＩＬ　ＴＯＴＯ

荏原製作所　三洋電機　東芝　日立製作所　パナソニック　矢崎総業

栗田工業　東芝　日立製作所　パナソニック　三菱電機

荏原製作所　川崎重工業　クボタ　パナソニック　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業

石川島汎用ボイラー　高尾鉄工所　日本サーモエナー　前田鉄工所　三浦

昭和鉄工　高尾鉄工所　日本サーモエナー　前田鉄工所　三浦

ヤンマー　パナソニック　三菱重工　アイシン

・　ライニング鋼管＜土中＞（・ＶＤ　・ＰＤ）

・施設負担金は別途

・　都市ガス　　（種別　13A　　発熱量　　　　　ｋｃａｌ／ｍ

金門製作所　冨士工器　富士電機　パナソニック　矢崎総業

愛知電機　東芝　日本イトミック　パナソニック　三菱電機

ＬＩＸＩＬ　日本理化　西原

ＬＩＸＩＬ　積水化学　ネポン　日立化成　パナソニック　ロンシール

ダイキン工業　東芝　日立製作所　パナソニック　三菱重工業　三菱電機

・冷媒配管の室内露出部は化粧ケース仕上げとする。

・　塩化ビニル管＜土中＞（・ＨＩ　・ＶＰ　・ポリ管）

構　造 階数 延面積（㎡） 備　考建物名称

・排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

　　　　　　　　　供給事業者名　　）

・国土交通大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事共通仕様書」平成28年度版

博要地区市民センター大規模改修工事

三重県伊賀市種生

Ｍ－01S = N S

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

機械設備　特記仕様書
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

（現況）平　面　図

（現況）平面図　　　　S=1／100
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改修工事範囲を示す
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ﾛ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
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多目的

搬入口

便所
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湯沸室
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旧遊戯室
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U F H 5 0 0 , T G 6 0 0 P N (フラッシュバルブ）, T 9 R

L 2 7 0 D M , T L C 1 1 A R (立水栓）, T 6 P M 1 , T L 2 2 0 D , T S 1 2 6 A R (水石けん）

C F S 4 9 7 B M（フラッシュタンク式）,リモデル対応, T C F 2 2 6 (暖房便座）

Y H 6 5 0

洋風便器

紙巻器

小便器

一体形洗面器

手すり（ L型）

手すり（小便器）

化粧鏡

男
子
便
所

女
子
便
所

合
計

1

1

2

1

1

1

2

1 1

2

1

2

2

2

2

3

3

3

1

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

T 1 1 2 C L 1 0 ,固定金具

T 1 1 2 C U 2 ,固定金具

Y M 3 5 4 5 A

女子便所

博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

図示記号・機器・器具表

名　　　　称記　　　　号

排　　水　　管

通　　気　　管

給　　湯　　管

図　示　記　号

ガ　　ス　　管G

給　　水　　管

弁　　　　　類

排　水　金　物

床　上　掃　除　口

ガ　ス　コ　ッ　ク

ヒ　ュ　－　ズ　コ　ッ　ク

給　　水　　栓

給　　湯　　栓

換　気　機　器　表

機器番号 機器名称

参考型番

送風機 台数

（Ｗ）

電源

（φ -Ｖ）

電　気　容　量

設置場所及び備考形　式　・　仕　様

風　　量

付属品

形　　式

m3/h Pa

1F-1 壁換気扇

EX-20SC3

窓枠据付格子タイプ　電気式シャッター付

460 15

SUSｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(防鳥網付 )、取付枠、他一式

消費電力は参考とする

注記 24Hスイッチは表示する

1-100 18.0
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／５０
（現況）職員便所　平面詳細図・展開図　給排水衛生設備

（改修後）男子便所　平面詳細図・展開図　給排水衛生設備
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給水 ,排水共にライニング内でレベル調整

（現況）職員便所　平面詳細図・展開図　S=1/50

（改修後）男子便所　平面詳細図・展開図　S=1/50

撤去

給食調理室　　既存機器表

撤去

1

1

撤去

撤去

和風便器 LT

紙巻器

1

小便器 1

洗面器

今回撤去箇所を示す

凡例

既存箇所を示す

   既設埋設配管、今回工事に支障なきは既存放棄とする。

注記）既設配管サイズ、ルートは参考とする。

   (既設管水抜き処理の上、管末プラグ止め）

土間はつり撤去を示す

凡例

今回改修箇所を示す

既存箇所を示す

既設接続箇所を示す

注記）既設配管サイズ、ルートは参考とする。

土間復旧 (建築工事 )を示す
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／５０
（現況）給食室・テラス　平面詳細図　給排水衛生設備

（改修後）女子便所・新設通路　平面詳細図　給排水衛生設備
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Ｍ－05

（改修後）女子便所・新設通路　平面詳細図　S=1/50（現況）給食室・テラス　平面詳細図　S=1/50
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今回撤去箇所を示す

凡例

既存箇所を示す

100

GV32

GV25

凡例

今回改修箇所を示す

既存箇所を示す

土間はつり撤去を示す

既設接続箇所を示す

コア抜き箇所を示す

COA100
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75

75

40

100

COA100

32

25

20
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20

20

インバート改修共
既設汚水桝に接続

既設ため桝に接続

煙道 60φ

100

撤去自在水栓

撤去

1

1口コック 1

ﾋｭｰｽﾞｺｯｸ 3

ガス給湯器 8号 (煙道共 )

撤去

撤去

給食室　　既存機器表

VC50アルミパネル (建築工事 )に取付

20

50

25

100

流しに接続されている配管は全て撤去とし
床面にてプラグおよびキャップ止めとする

7

注記）既設配管サイズ、ルートは参考とする。

   既設埋設配管、今回工事に支障なきは既存放棄とする。

   (既設管水抜き処理の上、管末プラグ止め）

　屋内の土間撤去復旧は建築工事とする。

　厨房器具撤去は建築工事とする。

注記）既設配管サイズ、ルートは参考とする。

　　　コア抜き箇所は鉄筋探査を行い適正な位置を調査すること

土間復旧を示す（建築工事）
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博　要　地　区　市　民　セ　ン　タ　ー　大　規　模　改　修　工　事

Ｓ＝１／５０
（現況）給食室・テラス　平面詳細図　換気設備

（改修後）女子便所・新設通路　平面詳細図　換気設備
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Ｍ－06

（改修後）女子便所・新設通路　平面詳細図　S=1/50（現況）給食室・テラス　平面詳細図　S=1/50

CH+500まで撤去とする
排気ダクト 400× 400

厨房フード撤去は建築工事

1

F

アルミパネル (建築工事 )
に取付


